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７
月
に
駐
日
大
使
２
人
の
離
任
会
見
が
あ
っ
た
。
27
日
に

会
見
に
臨
ん
だ
英
大
使
の
ジ
ュ
リ
ア
・
ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
さ
ん

は
２
０
２
１
年
５
月
に
就
任
会
見
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
の
事
務

局
長
に
な
っ
て
初
め
て
迎
え
た
大
使
だ
っ
た
だ
け
に
、
感
慨

深
い
。
日
英
の
関
係
が
以
前
に
増
し
て
緊
密
に
な
っ
た
在
任

期
間
を
締
め
く
く
る
会
見
は
、
４
度
目
の
も
の
に
な
っ
た
。 

　
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
の
ギ
ラ
ッ
ド
・
コ
ー
ヘ
ン
さ
ん
が
就
任

会
見
し
た
の
も
５
年
前
の
12
月
だ
っ
た
。
こ
の
会
見
で
コ
ー

ヘ
ン
さ
ん
は「
紛
争
・
戦
争
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
イ
ス
ラ

エ
ル
に
ま
と
わ
せ
る
の
は
不
公
平
だ
と
訴
え
た
。
だ
が
、
思

い
と
は
裏
腹
に
、
在
任
中
は
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
で
の

イ
ス
ラ
ム
勢
力
ハ
マ
ス
と
の
戦
闘
に
関
す
る
登
壇
が
重
な

り
、
警
備
の
厳
重
さ
も
相
ま
っ
て
、
い
ず
れ
も
重
苦
し
い
記

者
会
見
に
な
っ
た
。
厳
し
い
質
問
が
予
想
さ
れ
る
中
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
自
国
の
立
場
を
強
く
主
張
す
る
の
だ
と
い
う
、

大
使
と
し
て
の
姿
勢
は
際
立
っ
て
い
た
。 

　
７
月
21
日
の
離
任
会
見
で
は「
真
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
姿
」

を
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
あ
ま
り
伝
え
な
い
と
語
り
、
こ
こ
数

年
の
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
、
通
貨
シ
ェ
ケ
ル
高
の
状

況
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
国
民
の「
幸
福
度
」調
査
で
、
イ
ス

ラ
エ
ル
が
世
界
８
位
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
た
。

戦
争
を
し
な
が
ら
、
経
済
発
展
す
る
国
、
国
民
が
幸
福
を
感

じ
る
国
。
確
か
に
そ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
強
き
ょ
う

靭じ
ん

性
を
物
語
っ

て
い
る
。
た
だ
、
コ
ー
ヘ
ン
さ
ん
は
こ
れ
ら
を
挙
げ
る
こ
と

で
、
日
本
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
な
い
、
ど
ん
な「
真
の
イ
ス
ラ

エ
ル
の
姿
」を
届
け
た
い
と
思
っ
た
の
か
、
傍
ら
で
聞
き
な

が
ら
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。 

（
専
務
理
事
　
江
木
慎
吾
） 

駐
日
大
使
を
終
え
る
会
見

５
年
前
に
就
任
会
見
の
２
人

震度７
熊本県で最大震度７を観測する地震があり、イオンモール熊本では爆発で外壁な
どが大きく崩れた＝７月２８日午後６時３８分、熊本県嘉島町（共同通信社ヘリから）
� 撮影：平岡　直樹（共同通信福岡支社写真映像部）
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今 月のクラブゲスト／会見リポート� 日本記者クラブチャンネルで会見動画を見ることができます

D
デイモン

amon W
ウィルソン

ilsonさん 
世界の民主化を支援する超党派の米非営利財団「全米民主主義
基金（NED）」会長兼CEO

市
いち

原
はら

 麻
ま

衣
い

子
こ

さん 一橋大学教授

■７・14／出席：会21人、オ28人／司会：藤井彰夫委員長／
通訳：池田薫さん

「
ア
メ
リ
カ
建
国
２
５
０
年
」③

渡
辺
　
靖
　慶
應
義
塾
大
学
教
授

７月１日

「
暗
黙
の
ル
ー
ル
」
が
形
骸
化

＊�下記のゲストの会見リポートは３～７ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん
出席欄の「会」は会場、「オ」はオンラ
インの参加人数です。

渡
わた

辺
なべ

 靖
やすし

さん 慶應義塾大学教授

■７・１／出席：会33人、オ51人／「アメリカ建国250年」③
／司会：五十嵐文委員

稲
いな

田
だ

 朋
とも

美
み

さん 衆議院議員

■７・６／出席：会36人、オ44人／司会：佐藤千矢子委員

藤
ふじ

本
もと

 龍
りゅう

児
じ

さん 帝京大学教授

■７・７／出席：会31人、オ50人／「アメリカ建国250年」④
ポスト世俗化時代のアメリカ／司会：半沢隆実委員

山
やま

口
ぐち

 明
あき

夫
お

さん 経済同友会代表幹事

■７・10／出席：会36人、オ29人／司会：藤井彰夫委員長

上
かみ

地
じ

 結
ゆ

衣
い

さん 車いすテニスプレーヤー   生涯ゴールデンスラム達成

■７・17／出席：会29人、オ29人／司会：宮内正英委員／代
表質問：鍋田実希さん（共同通信社運動部）

G
ギラッド

ilad C
コーヘン

ohenさん 駐日イスラエル大使

■７・21／出席：会44人、オ36人／司会：出川展恒委員／ 
通訳：池田薫さん

J
ジュリア

ulia L
ロングボトム

ongbottomさん 駐日英国大使

■７・27／出席：会32人、オ34人／司会：藤井彰夫委員長／
通訳：森岡幹予さん

車
を
か
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
選
挙
に
お

け
る
中
傷
ビ
ジ
ネ
ス
の
定
着
も
、
国
民
間

の
感
情
的
な
対
立
を
深
め
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
悲
観
論
一
辺
倒
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
。
司
法
や
市
場
が
ト
ラ
ン
プ
氏
の

権
力
行
使
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
場
面
が

散
見
さ
れ
、
民
主
主
義
に
課
さ
れ
た
試
練

に
耐
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア

メ
リ
カ
は
驚
き
に
満
ち
た
国
で
あ
り
、
衰

退
論
や
悲
観
論
を
克
服
し
て
き
た
国
で
も

あ
る
。
渡
辺
氏
は
、
良
い
意
味
で
予
測
が

裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
期
待
を
示
し
た
。

　
東
京
新
聞
デ
ジ
タ
ル
編
集
部
兼
論
説
委
員

吉
田
　
通
夫

「
暗
黙
の
ル
ー
ル
」と
し
て
必
要
に
な
る

と
指
摘
す
る
。

　
こ
の「
暗
黙
の
ル
ー
ル
」の
形
骸
化
は
、

ト
ラ
ン
プ
氏
の
振
る
舞
い
に
象
徴
さ
れ

る
。
同
じ
国
民
で
あ
っ
て
も
政
敵
と
み
な

せ
ば
敬
意
を
示
さ
ず
、
大
学
や
メ
デ
ィ
ア

に
圧
力
を
か
け
、
私
利
を
追
求
す
る
―
国

民
共
通
の
規
範
が
揺
ら
げ
ば
、
各
自
が
独

自
の「
正
義
」を
語
り
始
め
、
議
論
が
成

り
立
た
な
く
な
る
。

　
今
後
、
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）に
よ
り
雇

用
を
奪
わ
れ
、「
犠
牲
者
意
識
」を
抱
く

国
民
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
感

情
の
受
け
皿
と
し
て
、
右
派
も
左
派
も
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
路
線
を
強
め
、
分
極
化
に
拍

　
米
国
は
独
立
２
５
０
周
年
の
節
目
を
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
も
と
で
混
迷
と
分
断

を
深
め
な
が
ら
迎
え
た
。超
大
国
は
今
後
、

ど
こ
へ
向
か
う
の
だ
ろ
う
か
。

　
慶
應
義
塾
大
学
の
渡
辺
靖
教
授
に
よ
れ

ば
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
独
立
２
５
０
周

年
記
念
事
業
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
関
連
す

る
団
体
が
実
質
的
に
主
導
。
複
数
の
州
が

協
力
を
見
送
る
な
ど
、
国
内
の
対
立
と
分

断
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
い
う
。

　
米
国
は
英
国
王
の
圧
政
へ
の
反
発
を
起

点
と
し
、
権
力
集
中
を
防
い
で
市
民
主
体

で
国
家
を
統
治
す
る
仕
組
み
を
採
用
し
た

「
民
主
主
義
の
実
験
国
家
」と
呼
ば
れ
る
。

渡
辺
氏
は
、
実
験
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、

憲
法
で
制
度
を
規
定
す
る
だ
け
で
な
く
、

民
主
主
義
を
支
え
る
国
民
の
規
範
意
識
が

　
渡
辺
氏
は
、

米
国
を
取
り
巻

く
課
題
の
根
底

に
、
民
主
主
義

を
支
え
る「
暗

黙
の
ル
ー
ル
」

の
形
骸
化
が
あ

る
と
み
る
。
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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
に
つ
い
て
話
し
合

う
総
務
委
員
会
が
７
月
24
日
に
あ
っ
た
。

２
０
２
６
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
へ

の
推
薦
が
４
件（
特
別
賞
は
８
件
）に
と

ど
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
推
薦
委
員
会

（
会
員
社
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
で
構
成
）か
ら
、

推
薦
を
増
や
す
手
立
て
を
考
え
て
ほ
し
い

と
の
要
請
を
受
け
て
の
開
催
に
な
っ
た
。

　
推
薦
の
件
数
が
伸
び
な
い
こ
と
に
は
い

く
つ
か
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
近
の
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
者
を
み
る
と
、
数

年
以
内
に
著
書
を
出
し
て
い
る
例
が
多

い
。
選
考
基
準
に
は「
ス
ク
ー
プ
賞
で
は

な
く
、
特
に
最
近
数
年
間
の
業
績
が
顕
著

で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
」と
あ
り
、

近
著
が「
数
年
間
の
業
績
」を
測
る
た
め

に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。「
そ
の
存
在
お
よ
び
業
績

が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
活
性
化
と
成
熟
に

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
よ
う
な
個
人
を
顕

彰
す
る
」と
も
あ
り
、
か
つ
て
は
Ａ
社
に

所
属
す
る
会
員
が
Ｂ
社
の
会
員
を
推
薦
す

る
例
が
散
見
さ
れ
た
。
た
だ
、
こ
の
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
自
社
の
記
者
の
推
薦

に
な
っ
て
い
る
。
注
目
を
集
め
た
書
籍
の

刊
行
を
機
に
、
自
社
の
記
者
を
推
薦
す
る

と
い
う
傾
向
は
、
幅
広
い
視
野
で
の
推
薦

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
面
も
あ
る
。

　
推
薦
は
、
選
考
委
員
と
推
薦
委
員
の
分

の
資
料
を
整
え
て
申
請
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
会
社
の
後
ろ
盾
の
な
い
個
人

会
員
に
と
っ
て
は
、
推
薦
に
か
か
る
手
間

も
お
金
も
負
担
に
な
る
。
こ
れ
も
個
人
の

推
薦
や
会
社
の
垣
根
を
超
え
た
推
薦
を
難

し
く
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
個
人
の
負
担
を
減
ら
す
方
法

を
総
務
委
員
会
は
模
索
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
一
部
の
推
薦
を
２
段
階
に
分
け
る

と
い
う
試
み
が
提
案
さ
れ
た
。
Ａ
社
に
所

属
す
る
会
員
を
個
人
会
員
、
あ
る
い
は
Ｂ

社
の
会
員
が
推
薦
し
た
い
場
合
、
詳
細
な

推
薦
理
由
と
と
も
に
事
務
局
に
届
け
出

る
。
こ
れ
を
受
け
た
事
務
局
は
推
薦
理
由

の
書
類
と
と
も
に
Ａ
社
に
届
け
る
。
Ａ
社

は
こ
う
し
た
自
社
以
外
か
ら
の
推
薦
が
あ

っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
当
該
記
者
を
正
式

に
推
薦
す
る
か
ど
う
か
決
め
る
。

　
Ａ
社
に
と
っ
て
、
資
料
を
整
え
る
手
間

は
変
わ
ら
な
い
が
、
当
該
記
者
の
社
外
の

評
価
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
年
に

推
薦
に
至
ら
な
く
て
も
、
以
後
、
候
補
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
、
こ
の
方

法
は
候
補
と
な
る
人
物
が
す
で
に
会
社
を

離
れ
た
個
人
会
員
と
な
っ
て
い
る
場
合
は

使
え
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
最
初
の
推
薦
の
締
め
切
り
を

最
終
締
め
切
り
の
か
な
り
前
に
設
定
し
な

け
れ
ば
準
備
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
な

ど
、
詰
め
る
べ
き
点
も
あ
る
。

◇

　
２
０
２
７
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞

に
つ
い
て
は
、
仕
組
み
を
整
え
た
上
で
、

秋
に
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
候

補
者
推
薦
の
お
願
い
に
関
す
る
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

生
涯
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ム 

上
地
結
衣
さ
ん
凱
旋
会
見

　
７
月
17
日
に
は
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
を
制

し
、
車
い
す
テ
ニ
ス
の
生
涯
ゴ
ー
ル
デ
ン

ス
ラ
ム
を
達
成
し
た
上
地
結
衣
さ
ん
の
会

見
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
入
っ
た
。
車
い
す

の
た
め
、
平
に
し
た
ス
テ
ー
ジ
に
先
に
移

動
し
て
も
ら
い
、
後
か
ら
そ
の
ス
テ
ー
ジ

が
せ
り
上
が
る
、
と
い
う
登
壇
方
式
に
な

っ
た
。

　
上
地
さ
ん
の
大
き
く
、
通
る
声
が
印
象

的
だ
っ
た
。
上
体
の
力
、
腹
筋
を
鍛
え
た

結
果
な
の
だ
ろ
う
と
感
心
し
て
聞
い
て
い

た
が
、「
声
が
大
き
い
の
は
学
校
の
放
送

部
だ
っ
た
の
で
。
恥
ず
か
し
い
ん
で
す
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
江
木
）

ク
ラ
ブ
賞 

推
薦
し
や
す
く

総
務
委
開
き
方
法
模
索
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�

日
本
経
済
新
聞
社
　
阿
刀
田
寛

中
部
電
力
浜
岡
原
発
の
耐
震
デ
ー
タ
不
正

�

静
岡
新
聞
社
　
武
田
愛
一
郎

▼
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
記
念
講
演
会�

12

▼
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー�

13

三
村
明
夫
さ
ん 

日
本
製
鉄
名
誉
会
長
、
元
日

本
商
工
会
議
所
会
頭

�

日
本
経
済
新
聞
社
　
加
藤
修
平

▼
書
い
た
話
書
か
な
か
っ
た
話�

14▶

15

運
転
手
情
報 

世
界
へ
ス
ク
ー
プ

検
事
の
禅
問
答 

悟
れ
ず
抜
か
れ

�

安
尾
芳
典

▼
マ
イ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
マ
イ
Ｐ
Ｒ�

16

▼
記
者
ゼ
ミ�

17

▼
写
真
回
廊�

20
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今 月のクラブゲスト／会見リポート� 日本記者クラブチャンネルで会見動画を見ることができます

D
デイモン

amon W
ウィルソン

ilsonさん 
世界の民主化を支援する超党派の米非営利財団「全米民主主義
基金（NED）」会長兼CEO

市
いち

原
はら

 麻
ま

衣
い

子
こ

さん 一橋大学教授

■７・14／出席：会21人、オ28人／司会：藤井彰夫委員長／
通訳：池田薫さん

「
ア
メ
リ
カ
建
国
２
５
０
年
」③

渡
辺
　
靖
　慶
應
義
塾
大
学
教
授

７月１日

「
暗
黙
の
ル
ー
ル
」
が
形
骸
化

＊�下記のゲストの会見リポートは３～７ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん
出席欄の「会」は会場、「オ」はオンラ
インの参加人数です。

渡
わた

辺
なべ

 靖
やすし

さん 慶應義塾大学教授

■７・１／出席：会33人、オ51人／「アメリカ建国250年」③
／司会：五十嵐文委員

稲
いな

田
だ

 朋
とも

美
み

さん 衆議院議員

■７・６／出席：会36人、オ44人／司会：佐藤千矢子委員

藤
ふじ

本
もと

 龍
りゅう

児
じ

さん 帝京大学教授

■７・７／出席：会31人、オ50人／「アメリカ建国250年」④
ポスト世俗化時代のアメリカ／司会：半沢隆実委員

山
やま

口
ぐち

 明
あき

夫
お

さん 経済同友会代表幹事

■７・10／出席：会36人、オ29人／司会：藤井彰夫委員長

上
かみ

地
じ

 結
ゆ

衣
い

さん 車いすテニスプレーヤー   生涯ゴールデンスラム達成

■７・17／出席：会29人、オ29人／司会：宮内正英委員／代
表質問：鍋田実希さん（共同通信社運動部）

G
ギラッド

ilad C
コーヘン

ohenさん 駐日イスラエル大使

■７・21／出席：会44人、オ36人／司会：出川展恒委員／ 
通訳：池田薫さん

J
ジュリア

ulia L
ロングボトム

ongbottomさん 駐日英国大使

■７・27／出席：会32人、オ34人／司会：藤井彰夫委員長／
通訳：森岡幹予さん

車
を
か
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
選
挙
に
お

け
る
中
傷
ビ
ジ
ネ
ス
の
定
着
も
、
国
民
間

の
感
情
的
な
対
立
を
深
め
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
悲
観
論
一
辺
倒
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
。
司
法
や
市
場
が
ト
ラ
ン
プ
氏
の

権
力
行
使
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
場
面
が

散
見
さ
れ
、
民
主
主
義
に
課
さ
れ
た
試
練

に
耐
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア

メ
リ
カ
は
驚
き
に
満
ち
た
国
で
あ
り
、
衰

退
論
や
悲
観
論
を
克
服
し
て
き
た
国
で
も

あ
る
。
渡
辺
氏
は
、
良
い
意
味
で
予
測
が

裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
期
待
を
示
し
た
。

　
東
京
新
聞
デ
ジ
タ
ル
編
集
部
兼
論
説
委
員

吉
田
　
通
夫

「
暗
黙
の
ル
ー
ル
」と
し
て
必
要
に
な
る

と
指
摘
す
る
。

　
こ
の「
暗
黙
の
ル
ー
ル
」の
形
骸
化
は
、

ト
ラ
ン
プ
氏
の
振
る
舞
い
に
象
徴
さ
れ

る
。
同
じ
国
民
で
あ
っ
て
も
政
敵
と
み
な

せ
ば
敬
意
を
示
さ
ず
、
大
学
や
メ
デ
ィ
ア

に
圧
力
を
か
け
、
私
利
を
追
求
す
る
―
国

民
共
通
の
規
範
が
揺
ら
げ
ば
、
各
自
が
独

自
の「
正
義
」を
語
り
始
め
、
議
論
が
成

り
立
た
な
く
な
る
。

　
今
後
、
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）に
よ
り
雇

用
を
奪
わ
れ
、「
犠
牲
者
意
識
」を
抱
く

国
民
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
感

情
の
受
け
皿
と
し
て
、
右
派
も
左
派
も
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
路
線
を
強
め
、
分
極
化
に
拍

　
米
国
は
独
立
２
５
０
周
年
の
節
目
を
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
も
と
で
混
迷
と
分
断

を
深
め
な
が
ら
迎
え
た
。超
大
国
は
今
後
、

ど
こ
へ
向
か
う
の
だ
ろ
う
か
。

　
慶
應
義
塾
大
学
の
渡
辺
靖
教
授
に
よ
れ

ば
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
独
立
２
５
０
周

年
記
念
事
業
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
関
連
す

る
団
体
が
実
質
的
に
主
導
。
複
数
の
州
が

協
力
を
見
送
る
な
ど
、
国
内
の
対
立
と
分

断
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
い
う
。

　
米
国
は
英
国
王
の
圧
政
へ
の
反
発
を
起

点
と
し
、
権
力
集
中
を
防
い
で
市
民
主
体

で
国
家
を
統
治
す
る
仕
組
み
を
採
用
し
た

「
民
主
主
義
の
実
験
国
家
」と
呼
ば
れ
る
。

渡
辺
氏
は
、
実
験
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、

憲
法
で
制
度
を
規
定
す
る
だ
け
で
な
く
、

民
主
主
義
を
支
え
る
国
民
の
規
範
意
識
が

　
渡
辺
氏
は
、

米
国
を
取
り
巻

く
課
題
の
根
底

に
、
民
主
主
義

を
支
え
る「
暗

黙
の
ル
ー
ル
」

の
形
骸
化
が
あ

る
と
み
る
。

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37177/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37186/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37181/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37116/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37180/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37191/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37189/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37169/report
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「
ア
メ
リ
カ
建
国
２
５
０
年
」④

藤
本
　
龍
児
　
帝
京
大
学
教
授

７月７日

宗
教
で
読
む
ア
メ
リ
カ

稲
田
　
朋
美
　
衆
議
院
議
員

７月６日

「
一
歩
で
も
前
進
す
べ
き
で
は
」

プ
支
持
は
弱
い
。
本
音
―
ト
ラ
ン
プ
を
好

き
で
は
な
い
が
、
民
主
党
に
投
票
す
る
わ

け
に
は
い
か
ぬ
―
が
見
え
な
い
の
だ
。

　
氏
は
一
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挙
げ
た
。
イ

ラ
ン
戦
争
を
仕
掛
け
た
ト
ラ
ン
プ
は
、
光

彩
放
つ
自
身
を「
神
に
選
ば
れ
し
救
世
主
」

と
し
て
誇
示
す
る
宗
教
画
風
Ａ
Ｉ
画
像
を

発
信
し
た
が
、「
宗
教
保
守
」の
反
発
を
食

ら
っ
た
。な
ぜ
か
。「
神
格
化
」「
神
聖
化
」は

ト
ラ
ン
プ
支
持
の
一
線
を
超
え
る
、
彼
は

「
神
の
道
具
」に
過
ぎ
な
い
か
ら
だ
。
そ

れ
は「
不
信
心
者
」で
あ
っ
て
も
神
は「
道

具
」と
し
て
使
う
―「
聖
書
」の
一
節
に
通

底
す
る
考
え
の
表
れ
。
支
持
離
れ
を
恐
れ

た
ト
ラ
ン
プ
は
、画
像
を
即
刻
削
除
し
た
。

　
最
後
に
、
氏
い
わ
く
―
「
宗
教
保
守
」

が
テ
ッ
ク
・
リ
バ
タ
リ
ア
ン
と
連
携
し
て

触
手
を
動
か
し
て
い
る
宗
教
空
間
は
、
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
。
そ
こ
は
、
新
し
い
イ
ス

ラ
エ
ル
―
。
ト
ラ
ン
プ
が
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
、資
源
開
発
、宇
宙
産
業
の
拠
点
に
し

よ
う
と
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
だ
―
と
。

　
ア
メ
リ
カ
研
究
の
泰
斗
、
斎
藤
眞
を
信

奉
し
、
社
会
哲
学
を
礎
に
築
い
た
ア
メ
リ

カ
分
析
は
興
味
深
い
。だ
か
ら
こ
そ
だ
が
、

秩
序
破
壊
・
予
測
不
能
性
・
二
面
性
を
備

え
る
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
と
し
て
の
ト
ラ
ン

プ
、ま
た
ト
ラ
ン
ピ
ア
ン
に
よ
る
認
知
戦
・

選
挙
戦
術
の
実
態
を
ど
う
評
価
す
る
か
を

改
め
て
聞
い
て
み
た
い
。

専
門
誌「
外
交
」前
編
集
長
　
鈴
木
　
美
勝

教
保
守
」は
礼

拝
へ
の
出
席
な

ど
、「
高
い
宗

教
性
」ゆ
え
に

共
和
党
支
持
の

傾
向
が
あ
る

が
、
実
際
に
は

大
統
領
ト
ラ
ン

　
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
米
国
論
が
横
行
す

る
ジ
ャ
ー
ナ
ミ
ズ
ム（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

＋
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
）の
中
に
あ
っ
て
、
新

た
な
視
点
を
提
示
し
て
く
れ
た
１
０
０
分

余
の
記
者
会
見
だ
っ
た
。

　
藤
本
教
授
の
論
拠
は
、「
ト
ラ
ン
プ
２
・

０
」が
単
な
る
世
俗
化
の「
揺
り
戻
し
」で

起
き
て
い
る
現
象
で
は
な
い
と
い
う
点

だ
。
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
マ
ス
の
米
国
観

―
近
代
化
の
先
頭
を
走
っ
て
来
た
ア
メ
リ

カ
は「
世
俗
化
理
論
の
巨
大
な
例
外
」で

は
な
く
、
実
は「
世
界
の
標
準
形
」だ
っ

た
―
を
導
入
部
に
、「
ポ
ス
ト
世
俗
化
時
代

の
ア
メ
リ
カ
」論
を
展
開
し
た
。ま
ず
、
国

内
対
立
は「
世
俗
派
」Ｖ
Ｓ「
信
仰
派
」で

は
な
く
、
共
に
宗
教
を
重
視
す
る「
宗
教

リ
ベ
ラ
ル
」Ｖ
Ｓ「
宗
教
保
守
」と
い
う
図

式
で
考
え
な
い
と
理
解
で
き
な
い
。「
宗

定
し
た
が
、
検
察
側
は
無
罪
に
つ
な
が
る

証
拠
の
存
在
を
長
ら
く
秘
し
て
い
た
。

　「
刑
事
司
法
全
体
へ
の
信
頼
を
揺
る
が

し
た
と
裁
判
所
が
指
摘
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
反
省
も
謝
罪
も
な
い
」。
稲
田

さ
ん
は
検
察
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
検
事

が
要
職
を
務
め
る
法
務
省
が
法
制
審
議
会

の
議
論
を
支
え
、
そ
こ
で
の
結
論
が
政
府

案
の
ベ
ー
ス
だ
。「
反
省
の
上
に
成
り
立

た
な
い
と
い
け
な
い
法
律
な
の
に
、
検
察

の
検
察
に
よ
る
検
察
の
た
め
の
法
律
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
」と
問
題
視
し
た
。

　
自
民
の
事
前
審
査
で
政
府
案
は
３
回
修

正
さ
れ
、
検
察
官
抗
告
の「
原
則
禁
止
」

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
一
方
で
十
分
な
根
拠

が
あ
れ
ば
抗
告
で
き
る
た
め
、
実
効
性
は

相
当
に
疑
わ
し
い
。
し
か
も
審
査
で
の
議

論
は
抗
告
禁
止
に
集
中
し
、
肝
心
の
検
察

の
証
拠
開
示
に
つ
い
て
は
範
囲
が
限
定
さ

れ
た
ま
ま
、
政
府
案
が
了
承
さ
れ
た
。
稲

田
さ
ん
は
不
十
分
さ
を
認
め
つ
つ
、
現
行

刑
訴
法
で
再
審
に
関
す
る
初
の
改
正
と
い

う
意
義
を
強
調
し「
一
歩
で
も
前
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
」と
述
べ
た
。

　
改
正
刑
訴
法
は
多
く
の
課
題
を
積
み
残

し
た
ま
ま
成
立
し
た
。
今
回
の
議
論
を
リ

ー
ド
し
た
立
場
と
し
て
、
稲
田
さ
ん
に
は

再
改
正
に
向
け
直
ち
に
動
い
て
ほ
し
い
。

毎
日
新
聞
社
論
説
副
委
員
長
　
北
村
　
和
巳

　「
１
㍉
も
私

た
ち
の
言
う
こ

と
聞
か
な
い
じ

ゃ
な
い
で
す

か
」。４
月
、
政

府
の
刑
事
訴
訟

法
改
正
案
に
対

す
る
自
民
党
の

事
前
審
査
で
、

報
道
陣
が
退
出

し
よ
う
と
し
た
際
に
突
然
、
声
を
張
り
上

げ
た
稲
田
朋
美
衆
院
議
員
。
そ
の
言
動
が

再
審
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
社
会
の

関
心
を
高
め
る
一
助
と
な
っ
た
こ
と
は
確

か
だ
。

　
超
党
派
議
員
連
盟
の
一
員
と
し
て
、
再

審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
の
抗
告
を

禁
止
す
る
改
正
法
案
を
ま
と
め
た
。
し
か

し
、
党
の
会
合
で
議
論
さ
れ
た
当
初
の
政

府
案
に
は
、
抗
告
を
禁
止
す
る
規
定
は
な

い
。
不
規
則
発
言
に
及
ん
だ
時
の
こ
と
を

「
非
常
手
段
。
な
ん
で
議
連
案
を
審
議
し

な
い
の
か
と
い
う
不
満
が
爆
発
し
た
瞬
間

だ
っ
た
」と
記
者
会
見
で
振
り
返
っ
た
。

　
会
見
で
何
度
も
言
及
し
た
の
が
、
自
身

の
選
挙
区
で
起
き
た
福
井
中
学
生
殺
害
事

件
だ
。
前
川
彰
司
さ
ん
の
再
審
無
罪
が
確
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デ
イ
モ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
　

世
界
の
民
主
化
を
支
援
す
る
超
党
派
の
米
非
営
利

財
団「
全
米
民
主
主
義
基
金（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）」会
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ

市
原
　
麻
衣
子
　
一
橋
大
学
教
授

７月14日

民
主
化
支
援 

説
得
力
欠
く

山
口
　
明
夫
　
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

７月10日

「
フ
ェ
ア
、オ
ー
プ
ン
、誠
実
に
」

「
共
助
成
長
社
会
」と
語
っ
た
。「
経
済
成

長
は『
必
要
条
件
』だ
が『
十
分
条
件
』で

は
な
い
」と
し
、
成
長
を
追
い
求
め
る
だ

け
で
な
く
、「
一
人
一
人
に
居
場
所
が
あ

り
、
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
優
し
い
社
会
が

理
想
」と
説
い
て
い
た
の
も
、
い
か
に
も

山
口
氏
ら
し
い
と
共
感
す
る
。

　
あ
え
て
注
文
さ
せ
て
も
ら
う
な
ら
、
Ａ

Ｉ（
人
工
知
能
）を
は
じ
め
と
す
る
技
術

が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
や
社
会
変
容
に

対
し
、
よ
り
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
姿
勢
、
踏

み
込
ん
だ
発
言
を
期
待
す
る
。
会
見
で
は

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
と
経
済
成
長
」

を
テ
ー
マ
に
、「
潮
目
が
変
わ
っ
た
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
成
長
に
乗
れ
る
か
」を
語

り
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
経
営
者
と
し
て
長
年

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
最
前
線
に
携
わ
っ
て
き

た
現
場
感
覚
、
問
題
意
識
を
明
快
に
示
し

た
。
技
術
覇
権
争
い
が
激
化
す
る
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
自
身
の
経
験
、
知
見
を
前
面

に
押
し
出
し
、
日
本
の「
立
ち
位
置
」や

進
む
べ
き「
道
筋
」に
独
自
の
視
座
を
示

し
、議
論
の
火
付
け
役
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
か
つ
て
代
表
幹
事
を
務
め
た
小
林
喜
光

氏
は
、
哲
学
的
な
独
特
の
世
界
観
で
技
術

革
新
を
語
っ
た
。山
口
氏
は
別
の
個
性
で
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
起
点
に
経
済
社
会
の
あ

り
よ
う
全
般
に
テ
ー
マ
を
広
げ
、
新
た
な

財
界
ト
ッ
プ
像
を
確
立
し
て
ほ
し
い
。

日
刊
工
業
新
聞
社
編
集
委
員
　
神
崎
　
明
子

じ
る
こ
と
に
な
る
。
記
者
か
ら「
米
政
権

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
記

者
へ
の
召
喚
状
発
行
は
、
米
国
の
民
主
主

義
の
劣
化
を
示
す
の
で
は
な
い
か
」と
問

わ
れ
る
と
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
は「
Ｎ
Ｅ
Ｄ

は
米
国
外
の
活
動
に
特
化
す
る
マ
ン
デ
ー

ト
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
国
内
事
案
は
扱

え
な
い
」と
明
言
を
避
け
た
。

　
規
程
上
は
正
当
な
回
答
だ
ろ
う
。だ
が
、

会
見
で
権
威
主
義
と
闘
う
独
立
系
メ
デ
ィ

ア
の
保
護
を
訴
え
な
が
ら
、
自
国
の
権
力

が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
脅
か
す
事
態
に

「
管
轄
外
」を
盾
と
す
る
姿
勢
に
は
、
疑

問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
真
実

は
民
主
主
義
の
最
も
強
力
な
防
衛
手
段

だ
」と
い
う
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
の
言
葉
は
正

し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
国
の
民
主
主
義

の
ほ
こ
ろ
び
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
、
世

界
の
民
主
化
支
援
に
お
い
て
説
得
力
は
伴

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
同
席
し
た
一
橋
大
の
市
原
麻
衣
子
教
授

（
同
左
）は
、
欧
米
の
支
援
が
縮
小
す
る
中

で
民
主
主
義
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
日

本
の
役
割
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。
世
界
の

民
主
主
義
が
後
退
す
る
中
で
、
日
本
は
防

波
堤
に
な
れ
る
の
か
。
そ
し
て
、
私
た
ち

記
者
の
役
割
は
何
か
。
重
い
課
題
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
会
見
だ
っ
た
。

時
事
通
信
社
国
際
報
道
部
　
村
上
　
顕
也

い
き
た
い
」と

穏
や
か
に
語
る

姿
に
、
人
柄
が

に
じ
み
出
て
お

り
、
こ
の
日
の

会
見
で
も
そ
の

た
た
ず
ま
い
を

見
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
目
指
す
姿
を

　「
民
主
主
義

国
家
は
議
論

し
、
時
に
は
葛

藤
す
る
。
そ
れ

こ
そ
が
自
ら
の

民
主
主
義
を
自

己
修
正
し
、
刷

新
す
る
方
法

だ
」。
全
米
民

主
主
義
基
金

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）の
デ

イ
モ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
会
長（
写
真
右
）

は
、
民
主
主
義
の
後
退
と
権
威
主
義
国
家

の
脅
威
、
と
り
わ
け
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

を
悪
用
し
た
情
報
操
作
が
横
行
す
る
現
状

に
強
い
危
機
感
を
示
し
た
。
そ
の
対
応
策

と
し
て
、
民
主
主
義
社
会
に
備
わ
る「
レ

ジ
リ
エ
ン
ス（
回
復
力
）」と「
自
己
修
正

メ
カ
ニ
ズ
ム
」の
重
要
性
を
力
強
く
語
っ

た
。
そ
の
普
遍
的
な
理
念
に
は
深
く
共
感

さ
せ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
会
見
終
盤
の
質
疑
応
答
で
、
私

は
そ
の
言
葉
に
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

　
前
ト
ッ
プ
の
任
期
途
中
の
辞
任
と
い
う

異
例
の
事
態
を
受
け
、
今
年
１
月
に
代
表

幹
事
に
就
任
し
た
。
歯
に
衣
着
せ
ぬ
発
言

で
、
強
烈
な
個
性
を
振
り
ま
い
た
新
浪
剛

史
氏
に
対
し「
地
味
」「
物
足
り
な
い
」と

見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
気
負
わ
ず
自
身
の
ス

タ
イ
ル
で
財
界
活
動
に
向
き
合
う
姿
を
印

象
づ
け
た
会
見
だ
っ
た
。

　
経
済
同
友
会
は
経
営
者
が
個
人
の
資
格

で
参
加
す
る
た
め
、
し
が
ら
み
に
と
ら
わ

れ
ず
自
由
に
発
言
で
き
る
。
だ
が
、
山
口

氏
は
、
尖
っ
た
発
言
で
社
会
の
耳
目
を
集

め
る
の
で
は
な
く
、
直
面
す
る
諸
課
題
に

二
項
対
立
で
は
な
い
丁
寧
な
議
論
を
積
み

重
ね
、
共
通
理
解
を
得
た
上
で
解
決
に
ま

い
進
し
た
い
と
繰
り
返
す
。「
フ
ェ
ア
で

オ
ー
プ
ン
、
誠
実
に
物
事
に
取
り
組
ん
で
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デ
イ
モ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
　

世
界
の
民
主
化
を
支
援
す
る
超
党
派
の
米
非
営
利

財
団「
全
米
民
主
主
義
基
金（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）」会
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ

市
原
　
麻
衣
子
　
一
橋
大
学
教
授

７月14日

民
主
化
支
援 

説
得
力
欠
く

山
口
　
明
夫
　
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

７月10日

「
フ
ェ
ア
、オ
ー
プ
ン
、誠
実
に
」

「
共
助
成
長
社
会
」と
語
っ
た
。「
経
済
成

長
は『
必
要
条
件
』だ
が『
十
分
条
件
』で

は
な
い
」と
し
、
成
長
を
追
い
求
め
る
だ

け
で
な
く
、「
一
人
一
人
に
居
場
所
が
あ

り
、
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
優
し
い
社
会
が

理
想
」と
説
い
て
い
た
の
も
、
い
か
に
も

山
口
氏
ら
し
い
と
共
感
す
る
。

　
あ
え
て
注
文
さ
せ
て
も
ら
う
な
ら
、
Ａ

Ｉ（
人
工
知
能
）を
は
じ
め
と
す
る
技
術

が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
や
社
会
変
容
に

対
し
、
よ
り
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
姿
勢
、
踏

み
込
ん
だ
発
言
を
期
待
す
る
。
会
見
で
は

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
と
経
済
成
長
」

を
テ
ー
マ
に
、「
潮
目
が
変
わ
っ
た
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
成
長
に
乗
れ
る
か
」を
語

り
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
経
営
者
と
し
て
長
年

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
最
前
線
に
携
わ
っ
て
き

た
現
場
感
覚
、
問
題
意
識
を
明
快
に
示
し

た
。
技
術
覇
権
争
い
が
激
化
す
る
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
自
身
の
経
験
、
知
見
を
前
面

に
押
し
出
し
、
日
本
の「
立
ち
位
置
」や

進
む
べ
き「
道
筋
」に
独
自
の
視
座
を
示

し
、議
論
の
火
付
け
役
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
か
つ
て
代
表
幹
事
を
務
め
た
小
林
喜
光

氏
は
、
哲
学
的
な
独
特
の
世
界
観
で
技
術

革
新
を
語
っ
た
。山
口
氏
は
別
の
個
性
で
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
起
点
に
経
済
社
会
の
あ

り
よ
う
全
般
に
テ
ー
マ
を
広
げ
、
新
た
な

財
界
ト
ッ
プ
像
を
確
立
し
て
ほ
し
い
。

日
刊
工
業
新
聞
社
編
集
委
員
　
神
崎
　
明
子

じ
る
こ
と
に
な
る
。
記
者
か
ら「
米
政
権

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
記

者
へ
の
召
喚
状
発
行
は
、
米
国
の
民
主
主

義
の
劣
化
を
示
す
の
で
は
な
い
か
」と
問

わ
れ
る
と
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
は「
Ｎ
Ｅ
Ｄ

は
米
国
外
の
活
動
に
特
化
す
る
マ
ン
デ
ー

ト
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
国
内
事
案
は
扱

え
な
い
」と
明
言
を
避
け
た
。

　
規
程
上
は
正
当
な
回
答
だ
ろ
う
。だ
が
、

会
見
で
権
威
主
義
と
闘
う
独
立
系
メ
デ
ィ

ア
の
保
護
を
訴
え
な
が
ら
、
自
国
の
権
力

が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
脅
か
す
事
態
に

「
管
轄
外
」を
盾
と
す
る
姿
勢
に
は
、
疑

問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
真
実

は
民
主
主
義
の
最
も
強
力
な
防
衛
手
段

だ
」と
い
う
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
の
言
葉
は
正

し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
国
の
民
主
主
義

の
ほ
こ
ろ
び
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
、
世

界
の
民
主
化
支
援
に
お
い
て
説
得
力
は
伴

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
同
席
し
た
一
橋
大
の
市
原
麻
衣
子
教
授

（
同
左
）は
、
欧
米
の
支
援
が
縮
小
す
る
中

で
民
主
主
義
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
日

本
の
役
割
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。
世
界
の

民
主
主
義
が
後
退
す
る
中
で
、
日
本
は
防

波
堤
に
な
れ
る
の
か
。
そ
し
て
、
私
た
ち

記
者
の
役
割
は
何
か
。
重
い
課
題
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
会
見
だ
っ
た
。

時
事
通
信
社
国
際
報
道
部
　
村
上
　
顕
也

い
き
た
い
」と

穏
や
か
に
語
る

姿
に
、
人
柄
が

に
じ
み
出
て
お

り
、
こ
の
日
の

会
見
で
も
そ
の

た
た
ず
ま
い
を

見
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
目
指
す
姿
を

　「
民
主
主
義

国
家
は
議
論

し
、
時
に
は
葛

藤
す
る
。
そ
れ

こ
そ
が
自
ら
の

民
主
主
義
を
自

己
修
正
し
、
刷

新
す
る
方
法

だ
」。
全
米
民

主
主
義
基
金

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）の
デ

イ
モ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
会
長（
写
真
右
）

は
、
民
主
主
義
の
後
退
と
権
威
主
義
国
家

の
脅
威
、
と
り
わ
け
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

を
悪
用
し
た
情
報
操
作
が
横
行
す
る
現
状

に
強
い
危
機
感
を
示
し
た
。
そ
の
対
応
策

と
し
て
、
民
主
主
義
社
会
に
備
わ
る「
レ

ジ
リ
エ
ン
ス（
回
復
力
）」と「
自
己
修
正

メ
カ
ニ
ズ
ム
」の
重
要
性
を
力
強
く
語
っ

た
。
そ
の
普
遍
的
な
理
念
に
は
深
く
共
感

さ
せ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
会
見
終
盤
の
質
疑
応
答
で
、
私

は
そ
の
言
葉
に
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

　
前
ト
ッ
プ
の
任
期
途
中
の
辞
任
と
い
う

異
例
の
事
態
を
受
け
、
今
年
１
月
に
代
表

幹
事
に
就
任
し
た
。
歯
に
衣
着
せ
ぬ
発
言

で
、
強
烈
な
個
性
を
振
り
ま
い
た
新
浪
剛

史
氏
に
対
し「
地
味
」「
物
足
り
な
い
」と

見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
気
負
わ
ず
自
身
の
ス

タ
イ
ル
で
財
界
活
動
に
向
き
合
う
姿
を
印

象
づ
け
た
会
見
だ
っ
た
。

　
経
済
同
友
会
は
経
営
者
が
個
人
の
資
格

で
参
加
す
る
た
め
、
し
が
ら
み
に
と
ら
わ

れ
ず
自
由
に
発
言
で
き
る
。
だ
が
、
山
口

氏
は
、
尖
っ
た
発
言
で
社
会
の
耳
目
を
集

め
る
の
で
は
な
く
、
直
面
す
る
諸
課
題
に

二
項
対
立
で
は
な
い
丁
寧
な
議
論
を
積
み

重
ね
、
共
通
理
解
を
得
た
上
で
解
決
に
ま

い
進
し
た
い
と
繰
り
返
す
。「
フ
ェ
ア
で

オ
ー
プ
ン
、
誠
実
に
物
事
に
取
り
組
ん
で
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「
生
涯
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ム
」達
成

上
地
　
結
衣
　
車
い
す
テ
ニ
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー

７月17日

「
取
ら
ず
に
終
わ
れ
な
い
大
会
」

ギ
ラ
ッ
ド
・
コ
ー
ヘ
ン
　

駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使

７月21日

「
平
和
を
求
め
て
い
る
」

　
次
に
イ
ラ
ン
。
昨
年
６
月
か
ら
始
め
今

年
２
月
に
全
面
的
な
攻
撃
に
踏
み
切
っ

た
。
イ
ラ
ン
の
抵
抗
心
は
衰
え
ず
、
核
問

題
は
前
進
せ
ず
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
動

脈
で
あ
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
も
封
鎖
さ
れ

た
。中
東
の
安
全
保
障
環
境
は
悪
化
し
た
。

体
制
転
換
が
な
け
れ
ば
、
イ
ラ
ン
と
は
平

和
を
築
け
な
い
の
か
。

　「
い
つ
の
日
か
、
イ
ラ
ン
の
指
導
部
が

核
を
持
た
ず
、
ミ
サ
イ
ル
で
周
辺
国
を
脅

さ
ず
、
テ
ロ
を
し
な
い
日
が
来
る
と
希
望

し
て
い
る
。
イ
ラ
ン
と
も
平
和
が
実
現
し

イ
ラ
ン
が
テ
ヘ
ラ
ン
に
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使

館
の
開
設
を
求
め
る
日
だ
。
だ
が
そ
れ
ま

で
は
時
に
攻
撃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
在
任
５
年
間
で
４
回
目
の
登
壇
だ
。
ク

ラ
ブ
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
も
顔
を
出

し
た
。
個
別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
積
極

的
に
対
応
し
た
。
い
つ
も
情
熱
的
に
イ
ス

ラ
エ
ル
の
立
場
を
主
張
し
、
し
ば
し
ば
日

本
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
と
の
見
解
の
違
い
で

緊
迫
化
し
た
。

　
離
任
間
際
に
都
内
で
開
か
れ
た
会
で
の

立
ち
話
で
、
メ
デ
ィ
ア
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に

厳
し
い
か
ら
難
し
か
っ
た
ろ
う
、
と
声
を

か
け
る
と
、「
全
然
問
題
で
は
な
か
っ
た
」

と
笑
っ
て
答
え
た
。
厳
格
な
言
葉
か
ら
、

イ
ス
ラ
エ
ル
が
タ
フ
で
あ
り
簡
単
に
譲
ら

な
い
と
よ
く
分
か
る
。
平
和
が
訪
れ
る
の

は
い
つ
の
日
だ
ろ
う
か
。

共
同
通
信
社
客
員
論
説
委
員
　
杉
田
　
弘
毅

だ
っ
た
」と
い

う
２
０
２
３
年

10
月
７
日
の
ハ

マ
ス
に
よ
る
テ

ロ
の
よ
う
な
現

実
が
あ
る
か

ら
、
戦
う
準
備

を
す
る
と
い

う
。

　
冒
頭
発
言
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
経
済
成
長

の
説
明
に
費
や
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｔ
、
防
衛
な

ど
技
術
立
国
と
し
て
一
人
当
た
り
の
国
民

総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）は
過
去
30
年
で
３
倍

半
に
増
え
た
。
日
本
企
業
の
進
出
も
増
え

る
一
方
だ
。
驚
く
べ
き
成
功
で
あ
る
。

　
だ
が
、離
任
会
見
だ
か
ら
と
言
っ
て
、ソ

フ
ト
な
質
問
を
す
る
の
は
、
礼
を
失
す
る

と
思
う
の
で
、
こ
こ
は
直
球
質
問
だ
。

　
経
済
成
長
に
は
確
か
に
目
を
見
張
る

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
周
辺
国
と
平
和
的
な

関
係
を
築
け
ば
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
成
長

が
実
現
す
る
。
平
和
を
ど
う
や
っ
て
築
く

つ
も
り
な
の
か
、
と
尋
ね
た
。

　
答
え
は
こ
う
だ
。「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
す

べ
て
の
隣
人
と
の
平
和
を
求
め
て
い
る
」。

だ
が
、「
在
任
中
の
も
っ
と
も
困
難
な
時

ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
プ
ラ
ン
を
練
り
上
げ

準
備
を
し
て
き
た
。

　
そ
れ
で
も「
精
神
的
に
す
ご
く
不
安
な

日
々
が
あ
っ
た
」と
い
う
。
特
に
準
決
勝

は
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
苦
し
い
戦
い

と
な
り
、
試
合
後
に
は
涙
も
流
し
た
。
そ

し
て
、
決
勝
の
相
手
が
過
去
20
勝
49
敗
と

大
き
く
負
け
越
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
デ

ィ
ー
デ
・
デ
フ
ロ
ー
ト
選
手
と
決
ま
る
と

「
正
直
、
今
回
も
こ
こ
ま
で
か
な
」と
い

う
弱
気
の
虫
が
頭
を
も
た
げ
た
。し
か
し
、

最
後
は「
ま
た
、
や
れ
ば
い
い
や
ん
か
」

と
開
き
直
っ
た
。
結
果
、
一
ゲ
ー
ム
も
奪

わ
せ
な
い
圧
勝
劇
に
つ
な
が
っ
た
。

　
現
地
に
応
援
に
駆
け
付
け
て
い
た
母
と

姉
を
初
め
て
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
デ
ィ
ナ
ー

に
同
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
も
語

っ
た
。「
母
が
も
の
す
ご
く
楽
し
ん
で
く

れ
て
い
た
。
こ
ん
な
に
喜
ん
で
く
れ
る
な

ら
勝
て
て
良
か
っ
た
」。
姉
へ
の
思
い
、

日
本
か
ら
応
援
し
て
く
れ
た
父
へ
の
謝
意

も
口
に
す
る
な
ど
、
偉
業
達
成
の
裏
に
は

家
族
の
理
解
と
支
え
が
あ
っ
た
。

　
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
選
ん
だ
言
葉
は「
感

謝
」。「
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、

こ
れ
か
ら
出
会
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
と
一

緒
に
、
自
分
の
競
技
を
高
め
ら
れ
る
よ
う

な
出
会
い
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
」。
人
と

の
絆
を
大
切
に
す
る
上
地
選
手
ら
し
い
締

め
く
く
り
だ
っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
室
解
説
主
幹
　
竹
内
　
哲
哉

　「
取
ら
ず
に
は
自
分
の
競
技
人
生
終
わ

れ
な
い
」。
車
い
す
テ
ニ
ス
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
選
手
権
を
初
め

て
制
し
、
女
子
で
は
史
上
２
人
目
と
な
る

「
生
涯
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ム
」を
達
成
し

た
上
地
結
衣
選
手
が
、
そ
の
喜
び
を
笑
顔

で
振
り
返
っ
た
。

　
四
大
大
会
通
算
11
勝
、
パ
リ
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル
と
数
々
の
栄
冠
を
手

に
し
て
き
た
が
、
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
だ
け

は
何
度
も
挑
戦
し
な
が
ら
跳
ね
返
さ
れ
て

き
た
厚
い
壁
だ
っ
た
。

　
上
地
選
手
は
芝
コ
ー
ト
で
の
攻
略
法
を

分
析
。
持
ち
味
の
粘
り
強
い
ラ
リ
ー
で
は

な
く
、
早
い
段
階
で
の
攻
撃
と
歴
代
優
勝

者
が
使
っ
て
い
た
ス
ラ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に

磨
き
を
か
け
る
こ
と
で
勝
機
を
つ
か
む
と

決
め
た
。
車
い
す
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
戦

術
に
合
わ
せ
て
見
直
し
、
１
年
間
か
け
て
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現
役
記
者
対
象
の
記
者
研
修
会
を
８
月

27
日
、
28
日
に
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は

８
月
20
日
正
午
。
下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局（
淺
田
、
村

上
）、
電
話
：
０
３
―
３
５
０
３
―
３
７

６
６
、
メ
ー
ル
：kaiken@

jnpc.or.jp

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

■
８
月
27
日（
木
）

①
災
害
前
線
報
道
手
法
　
発
災
か
ら
伝
承

ま
で
５
局
面
か
ら
考
え
る

熊
田
安
伸 

ス
ロ
ー
ニ
ュ
ー
ス 

シ
ニ
ア
コ

ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
災
害
に
お
け
る
報
道
手
法
を
５
つ
の
局

面（
発
災
、
避
難
、
検
証
、
復
興
、
伝
承
）

ご
と
に
ま
と
め
た『
記
者
の
た
め
の
災
害

前
線
報
道
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』を
刊
行
し
た

熊
田
さ
ん
が
、
災
害
報
道
の
現
場
で
使
え

る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
す
。

②「
受
け
手
」の
立
場
に
立
っ
た
災
害
報

道
を

矢
守
克
也 

京
都
大
学
防
災
研
究
所
教
授

　
矢
守
さ
ん
は
災
害
情
報
論
や
防
災
心
理

学
が
専
門
で
現
在
、
日
本
災
害
情
報
学
会

会
長
、
地
区
防
災
計
画
学
会
会
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
情
報
の
伝
え
手
や
送
り
手
で

は
な
く
、
受
け
手
の
視
点
や
事
情
に
立
っ

た
災
害
・
防
災
報
道
の
再
構
築
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

　
矢
守
さ
ん
は
リ
モ
ー
ト
登
壇
で
す
。
会

場
に
は
お
見
え
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
名
刺
交
換
会
・
交
流
会

■
８
月
28
日（
金
） 

③
ト
ラ
ウ
マ
を
聴
く
前
に 
取
材
相
手
の

傷
を
深
め
ず
、
取
材
者
自
身
も
守
る
報
道

手
法

河
原
理
子 

東
京
大
学
大
学
院
客
員
教
授
、

元
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

　
性
暴
力
の
被
害
者
や
事
件
・
事
故
の
被

害
者
家
族
の
取
材
に
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
河
原
さ
ん
と
、
よ
り
よ
い
取
材
を
す
る

た
め
の
方
法
を
考
え
ま
す
。
講
座
で
は
簡

単
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
う
予
定
で

す
。

④
ハ
ン
ズ
オ
ン
講
座 

き
ょ
う
か
ら
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ

斉
藤
賢
太
郎 

秋
田
魁
新
報
社
電
子
版
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
室
部
長
／
記
者

　
ク
マ
の
出
没
デ
ー
タ
な
ど
を
使
い
デ
ジ

タ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
手
法
を
学
び
ま
す
。

⑤
記
者
の
た
め
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
術

鈴
木
誠
之 

イ
マ
ー
シ
ブ
プ
レ
ス
代
表
、

元
静
岡
新
聞
社
編
集
局
社
会
部
長

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
基
本
的
な
活
用
方
法
か
ら

取
材
・
調
査
・
執
筆
の
各
工
程
で
の
活
用

例
、
災
害
報
道
に
特
化
し
た
Ａ
Ｉ
の
使
い

方
な
ど
に
つ
い
て
、
実
例
や
ハ
ン
ズ
オ
ン

を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

記
者
研
修
会
開
催
の
お
知
ら
せ

銘
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
大
使
と

し
て
日
本
に
戻
っ
た
21
年
以
降
は
、「
日

英
関
係
が
新
た
な
段
階
に
進
む
時
期
」だ

っ
た
と
表
現
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
氏
は「
３

度
の
赴
任
を
通
じ
て
見
て
き
た
最
大
の
変

化
は
日
英
関
係
そ
の
も
の
だ
」と
し
、
両

国
関
係
は
１
９
８
９
年
当
時
の「
親
し
い

友
人
で
、
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」か
ら
、

「
安
全
保
障
や
経
済
の
未
来
を
共
に
築
く

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
」へ
と
発
展
し
た
と

振
り
返
っ
た
。

　
こ
う
し
た
両
国
関
係
の
深
化
の
背
景
に

は
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）離
脱
後
の
英
国

が
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
関
与
姿
勢
を
強
め

た
こ
と
や
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
代
表
さ
れ
る
国
際
的
な
安
全
保
障

環
境
の
変
化
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
関
係

を
維
持
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
日
本
側
の
努
力
も
欠
か
せ
な
い
。

　
ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
氏
は
ス
ピ
ー
チ
の
締
め

く
く
り
で
、
日
英
両
国
の
絆
が
い
っ
そ
う

強
固
な
も
の
に
な
る
こ
と
に
期
待
を
示

し
、「
日
本
は
外
に
向
か
っ
て
開
か
れ
、

世
界
と
積
極
的
に
関
わ
る
時
に
最
も
大
き

な
力
を
発
揮
す
る
」と
述
べ
た
。
37
年
間

に
わ
た
り
日
英
関
係
の
第
一
線
で
日
本
を

見
続
け
て
き
た
外
交
官
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
重
く
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

読
売
新
聞
社
国
際
部
　
蒔
田
　
一
彦

　
英
国
の
ジ
ュ

リ
ア
・
ロ
ン
グ

ボ
ト
ム
駐
日
大

使
が
、
８
月
の

離
任
を
前
に
記

者
会
見
を
行
っ

た
。
１
９
８
９

年
以
来
、
こ
れ

ま
で
３
度
の
日

本
勤
務
を
通
じ

て
感
じ
た
日
本
の
変
化
や
、
英
国
と
日
本

の
協
力
関
係
の
発
展
と
将
来
に
つ
い
て
語

っ
た
。

　
英
外
務
省
き
っ
て
の
日
本
通
で
あ
る
ロ

ン
グ
ボ
ト
ム
氏
は
、
冒
頭
の
約
30
分
間
、

日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
。
時
代
の
異
な

る
３
度
の
赴
任
で
目
に
し
た
日
本
は
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
姿
に
映
っ
た
と
い
う
。

　
バ
ブ
ル
景
気
に
沸
く
１
９
８
９
年
の
日

本
は
、「
自
信
に
満
ち
、
世
界
に
向
か
っ

て
開
か
れ
、
国
際
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と

い
う
強
い
意
欲
を
持
つ
」国
だ
っ
た
。
２

度
目
の
勤
務
と
な
っ
た
２
０
１
２
年
の
日

本
は
、「
自
信
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い

る
国
」だ
と
感
じ
た
。
11
年
の
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
取
り
組
み
に
深
い
感

ジ
ュ
リ
ア・ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
　

駐
日
英
国
大
使

７月27日

日
英
関
係
「
新
た
な
段
階
に
」
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現
役
記
者
対
象
の
記
者
研
修
会
を
８
月

27
日
、
28
日
に
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は

８
月
20
日
正
午
。
下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局（
淺
田
、
村

上
）、
電
話
：
０
３
―
３
５
０
３
―
３
７

６
６
、
メ
ー
ル
：kaiken@

jnpc.or.jp

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

■
８
月
27
日（
木
）

①
災
害
前
線
報
道
手
法
　
発
災
か
ら
伝
承

ま
で
５
局
面
か
ら
考
え
る

熊
田
安
伸 

ス
ロ
ー
ニ
ュ
ー
ス 

シ
ニ
ア
コ

ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
災
害
に
お
け
る
報
道
手
法
を
５
つ
の
局

面（
発
災
、
避
難
、
検
証
、
復
興
、
伝
承
）

ご
と
に
ま
と
め
た『
記
者
の
た
め
の
災
害

前
線
報
道
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』を
刊
行
し
た

熊
田
さ
ん
が
、
災
害
報
道
の
現
場
で
使
え

る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
す
。

②「
受
け
手
」の
立
場
に
立
っ
た
災
害
報

道
を

矢
守
克
也 

京
都
大
学
防
災
研
究
所
教
授

　
矢
守
さ
ん
は
災
害
情
報
論
や
防
災
心
理

学
が
専
門
で
現
在
、
日
本
災
害
情
報
学
会

会
長
、
地
区
防
災
計
画
学
会
会
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
情
報
の
伝
え
手
や
送
り
手
で

は
な
く
、
受
け
手
の
視
点
や
事
情
に
立
っ

た
災
害
・
防
災
報
道
の
再
構
築
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

　
矢
守
さ
ん
は
リ
モ
ー
ト
登
壇
で
す
。
会

場
に
は
お
見
え
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
名
刺
交
換
会
・
交
流
会

■
８
月
28
日（
金
） 

③
ト
ラ
ウ
マ
を
聴
く
前
に 

取
材
相
手
の

傷
を
深
め
ず
、
取
材
者
自
身
も
守
る
報
道

手
法

河
原
理
子 

東
京
大
学
大
学
院
客
員
教
授
、

元
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

　
性
暴
力
の
被
害
者
や
事
件
・
事
故
の
被

害
者
家
族
の
取
材
に
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
河
原
さ
ん
と
、
よ
り
よ
い
取
材
を
す
る

た
め
の
方
法
を
考
え
ま
す
。
講
座
で
は
簡

単
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
う
予
定
で

す
。

④
ハ
ン
ズ
オ
ン
講
座 

き
ょ
う
か
ら
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ

斉
藤
賢
太
郎 

秋
田
魁
新
報
社
電
子
版
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
室
部
長
／
記
者

　
ク
マ
の
出
没
デ
ー
タ
な
ど
を
使
い
デ
ジ

タ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
手
法
を
学
び
ま
す
。

⑤
記
者
の
た
め
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
術

鈴
木
誠
之 

イ
マ
ー
シ
ブ
プ
レ
ス
代
表
、

元
静
岡
新
聞
社
編
集
局
社
会
部
長

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
基
本
的
な
活
用
方
法
か
ら

取
材
・
調
査
・
執
筆
の
各
工
程
で
の
活
用

例
、
災
害
報
道
に
特
化
し
た
Ａ
Ｉ
の
使
い

方
な
ど
に
つ
い
て
、
実
例
や
ハ
ン
ズ
オ
ン

を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

記
者
研
修
会
開
催
の
お
知
ら
せ

銘
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
大
使
と

し
て
日
本
に
戻
っ
た
21
年
以
降
は
、「
日

英
関
係
が
新
た
な
段
階
に
進
む
時
期
」だ

っ
た
と
表
現
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
氏
は「
３

度
の
赴
任
を
通
じ
て
見
て
き
た
最
大
の
変

化
は
日
英
関
係
そ
の
も
の
だ
」と
し
、
両

国
関
係
は
１
９
８
９
年
当
時
の「
親
し
い

友
人
で
、
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」か
ら
、

「
安
全
保
障
や
経
済
の
未
来
を
共
に
築
く

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
」へ
と
発
展
し
た
と

振
り
返
っ
た
。

　
こ
う
し
た
両
国
関
係
の
深
化
の
背
景
に

は
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）離
脱
後
の
英
国

が
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
関
与
姿
勢
を
強
め

た
こ
と
や
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
代
表
さ
れ
る
国
際
的
な
安
全
保
障

環
境
の
変
化
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
関
係

を
維
持
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
日
本
側
の
努
力
も
欠
か
せ
な
い
。

　
ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
氏
は
ス
ピ
ー
チ
の
締
め

く
く
り
で
、
日
英
両
国
の
絆
が
い
っ
そ
う

強
固
な
も
の
に
な
る
こ
と
に
期
待
を
示

し
、「
日
本
は
外
に
向
か
っ
て
開
か
れ
、

世
界
と
積
極
的
に
関
わ
る
時
に
最
も
大
き

な
力
を
発
揮
す
る
」と
述
べ
た
。
37
年
間

に
わ
た
り
日
英
関
係
の
第
一
線
で
日
本
を

見
続
け
て
き
た
外
交
官
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
重
く
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

読
売
新
聞
社
国
際
部
　
蒔
田
　
一
彦

　
英
国
の
ジ
ュ

リ
ア
・
ロ
ン
グ

ボ
ト
ム
駐
日
大

使
が
、
８
月
の

離
任
を
前
に
記

者
会
見
を
行
っ

た
。
１
９
８
９

年
以
来
、
こ
れ

ま
で
３
度
の
日

本
勤
務
を
通
じ

て
感
じ
た
日
本
の
変
化
や
、
英
国
と
日
本

の
協
力
関
係
の
発
展
と
将
来
に
つ
い
て
語

っ
た
。

　
英
外
務
省
き
っ
て
の
日
本
通
で
あ
る
ロ

ン
グ
ボ
ト
ム
氏
は
、
冒
頭
の
約
30
分
間
、

日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
。
時
代
の
異
な

る
３
度
の
赴
任
で
目
に
し
た
日
本
は
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
姿
に
映
っ
た
と
い
う
。

　
バ
ブ
ル
景
気
に
沸
く
１
９
８
９
年
の
日

本
は
、「
自
信
に
満
ち
、
世
界
に
向
か
っ

て
開
か
れ
、
国
際
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と

い
う
強
い
意
欲
を
持
つ
」国
だ
っ
た
。
２

度
目
の
勤
務
と
な
っ
た
２
０
１
２
年
の
日

本
は
、「
自
信
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い

る
国
」だ
と
感
じ
た
。
11
年
の
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
取
り
組
み
に
深
い
感

ジ
ュ
リ
ア・ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
　

駐
日
英
国
大
使

７月27日

日
英
関
係
「
新
た
な
段
階
に
」
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日
銀 

歴
史
的
利
上
げ 

赤
間

　央（
時
事
通
信
社
経
済
部
）

総
裁
・
首
相
が「
20
分
会
談
」

イ
ン
フ
レ
か
景
気
か
、
駆
け
引
き

日
本
の
政
策
金
利
が
約
31
年
ぶ
り
の
大

台
に
到
達
す
る
瞬
間
だ
っ
た
。
日
銀
は
６

月
16
日
の
金
融
政
策
決
定
会
合
で
、
従
来

の
０
・
75
％
か
ら
１
％
へ
の
追
加
利
上
げ

を
議
決
。
中
東
情
勢
の
悪
化
で
原
油
価
格

が
高
騰
す
る
中
、
イ
ン
フ
レ
の
芽
を
摘
む

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
だ
。一
方
、

高
市
早
苗
首
相
は
経
済
成
長
を
重
視
し
、

金
融
緩
和
を
志
向
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

歴
史
的
な
利
上
げ
を
巡
る
日
銀
と
政
府
の

駆
け
引
き
を
振
り
返
っ
た
。

突
然
の
首
相
官
邸
訪
問

日
銀
の
植
田
和
男
総
裁
が
首
相
官
邸
に

入
っ
た

―
。
５
月
22
日
午
後
５
時
半
す

ぎ
、
政
治
部
の
首
相
番
か
ら
連
絡
が
来
る

と
、
日
銀
ク
ラ
ブ
の
金
融
政
策
取
材
班
に

緊
張
が
走
っ
た
。
６
時
に
開
か
れ
る
経
済

財
政
諮
問
会
議
に
出
席
す
る
た
め
と
し
て

は
、
姿
を
見
せ
る
の
が
早
す
ぎ
る
。
会
議

前
の
時
間
を
使
い
、
高
市
首
相
と
会
談
す

る
の
だ
と
す
ぐ
に
判
明
し
た
。

歴
代
の
総
裁
と
首
相
は
、
経
済
・
物
価

情
勢
な
ど
を
巡
り
定
期
的
に
意
見
を
交
換

し
て
い
る
。
会
談
自
体
は
珍
し
く
は
な
い

が
、
問
題
は
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
植
田

総
裁
は
12
日
後
の
６
月
３
日
に
都
内
で
講

演
を
控
え
て
い
る
。
利
上
げ
に
関
す
る
何

ら
か
の
情
報
発
信
を
行
う
前
に
、
政
府
側

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
狙
い
が

あ
る
と
推
測
さ
れ
た
。

会
談
は
約
20
分
間
で
終
了
。
官
邸
で
取

材
に
応
じ
た
植
田
総
裁
は「
有
益
な
意
見

交
換
が
で
き
た
」な
ど
と
語
っ
た
。
金
融

政
策
も
議
題
に
な
っ
た
が
、
利
上
げ
時
期

な
ど
の
具
体
的
な
話
は
出
な
か
っ
た
と
い

う
。
こ
う
し
た
表
玄
関
の
話
だ
け
で
取
材

を
終
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
会
談
全

体
を
通
じ
、
首
相
が
利
上
げ
を
容
認
す
る

か
否
か
に
つ
い
て
、
総
裁
が
ど
の
よ
う
な

感
触
を
得
た
の
か
が
焦
点
だ
っ
た
。

強
か
っ
た
円
安
へ
の
懸
念

「
物
価
の
番
人
」で
あ
る
日
銀
に
と
っ

て
、
独
立
性
は
生
命
線
だ
。
政
治
的
な
思

惑
と
切
り
離
さ
れ
、
自
主
的
に
政
策
を
決

め
る
こ
と
で
信
認
が
保
た
れ
る
。
た
だ
、

経
済
政
策
が
全
体
と
し
て
非
効
率
的
に
な

ら
な
い
よ
う
、
日
銀
法
４
条
は
政
府
と
十

分
な
意
思
疎
通
を
図
る
よ
う
定
め
て
い

る
。
政
府
の
意
向
を
完
全
に
無
視
す
る
の

も
難
し
い
の
が
実
情
だ
。

高
市
首
相
は
就
任
後
、
一
貫
し
て
日
銀

に
政
府
と
の
連
携
を
求
め
続
け
て
い
る
。

オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
い
る
が
、
低
金
利

を
維
持
し
て
景
気
を
支
え
て
ほ
し
い
と
い

う
意
向
が
透
け
て
見
え
る
。
昨
年
12
月
に

日
銀
が
利
上
げ
し
た
際
は
、
首
相
周
辺
が

「
あ
と
１
年
は
利
上
げ
で
き
な
い
」な
ど

と
露
骨
に
く
ぎ
を
刺
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
会
談
後
に
各
方
面
を

取
材
し
て
も
、
首
相
が
利
上
げ
に
強
く
反

対
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
政
府

内
で
は「
結
果
責
任
さ
え
負
う
な
ら
、
日

銀
の
判
断
に
委
ね
る
」と
い
う
雰
囲
気
が

支
配
的
だ
っ
た
。
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、

日
米
金
利
差
に
よ
る
円
安
だ
。
今
回
利
上

げ
を
見
送
れ
ば
、
一
段
の
円
売
り
を
招
く

事
態
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

日
銀
も
こ
う
し
た
空
気
を
察
知
。
イ
ン

フ
レ
抑
制
は
息
の
長
い
経
済
成
長
に
つ
な

が
り
、
政
権
の
方
向
性
と
も
合
致
す
る
と

の
ロ
ジ
ッ
ク
で
押
し
切
る
作
戦
を
固
め
て

い
た
。
外
部
環
境
も
日
銀
に
味
方
し
た
。

中
東
以
外
か
ら
の
原
油
調
達
が
進
み
、
供

給
途
絶
に
よ
る
景
気
悪
化
の
リ
ス
ク
が
以

前
と
比
べ
て
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
し
て
迎
え
た
６
月
３
日
。
植
田
総
裁

は
物
価
上
振
れ
の
懸
念
に
触
れ
、「
利
上

げ
の
是
非
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
」と
述
べ
た
。
思
っ
た
以

上
に
踏
み
込
ん
だ
発
言
に
は
、
総
裁
の
覚

悟
が
う
か
が
え
た
。
金
融
市
場
は
６
月
の

利
上
げ
を
完
全
に
織
り
込
み
、
日
銀
も
予

告
通
り
に
政
策
変
更
を
実
行
し
た
。

高
市
政
権
は
今
回
の
利
上
げ
は
容
認
し

た
も
の
の
、
金
利
上
昇
が
景
気
に
水
を
差

す
こ
と
を
警
戒
す
る
声
は
消
え
ず
、
日
銀

を
け
ん
制
す
る
か
の
よ
う
な
動
き
も
出
て

い
る
。
次
回
以
降
の
利
上
げ
で
は
、
政
府

と
日
銀
の
せ
め
ぎ
合
い
が
激
し
さ
を
増
し

そ
う
だ
と
感
じ
た
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

高市早苗首相との会談後に記者団の取材に応じる日本
銀行の植田和男総裁（５月22日/首相官邸/時事通信社提供）
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米
建
国
２
５
０
年�

橋
本

　潤
也（
読
売
新
聞
社
ア
メ
リ
カ
総
局
長
）

目
立
つ「
歴
史
の
私
物
化
」

建
国
理
念
と
現
実
追
う
連
載

「
い
つ
ト
ラ
ン
プ
演
説
は
始
ま
る
の
か
」

独
立
宣
言
採
択
か
ら
２
５
０
年
を
迎
え

た
７
月
４
日
夜
。
米
ワ
シ
ン
ト
ン
中
心
部

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
モ
ー
ル
で
本
紙
記
者
と

カ
メ
ラ
マ
ン
は
不
安
を
抱
え
て
い
た
。

猛
暑
の
中
、
長
時
間
列
に
並
び
、
特
設

エ
リ
ア
に
入
っ
た
の
が
午
後
７
時
。だ
が
、

悪
天
候
の
予
報
の
た
め
と
、
す
ぐ
会
場
を

出
る
よ
う
促
さ
れ
た
。
参
加
者
に
不
満
や

怒
り
が
渦
巻
く
。
子
ど
も
の
泣
き
声
や
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
怒
号
が
響
い
た
。

参
加
者
は
テ
ネ
シ
ー
、ア
ー
カ
ン
ソ
ー
、

オ
ハ
イ
オ
な
ど
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
が
多
い

州
か
ら
車
で
来
た
と
い
う
人
が
多
い
。
85

万
発
の
花
火
が
目
当
て
の
人
も
い
た
。
テ

ネ
シ
ー
州
か
ら
家
族
５
人
で
車
で
来
た
日

本
人
の
会
社
員
男
性（
42
）は「
花
火
を
見

た
か
っ
た
が
、
子
ど
も
も
疲
れ
た
の
で
ホ

テ
ル
に
帰
り
ま
す
」と
話
し
た
。

雨
に
見
舞
わ
れ
約
２
時
間
後
に
再
入
場

が
許
さ
れ
る
と
、再
び
長
い
列
が
で
き
た
。

記
者
と
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
ず
ぶ
濡
れ
の
米

国
人
に
も
ま
れ
な
が
ら
会
場
入
り
し
た
。

選
挙
集
会
さ
な
が
ら
の
祝
賀

午
後
11
時
過
ぎ
、
大
物
カ
ン
ト
リ
ー
歌

手
が「
ゴ
ッ
ド
ブ
レ
ス
Ｕ
Ｓ
Ａ
」を
歌
い

始
め
、
誰
も
が
安あ

ん

堵ど

し
た
。
こ
の
曲
か
ら

ト
ラ
ン
プ
演
説
に
続
く
の
は
選
挙
集
会

「
ト
ラ
ン
プ
ラ
リ
ー
」の
定
番
だ
か
ら
だ
。

案
の
定
ト
ラ
ン
プ
氏
が
登
場
し
、
演
説

が
始
ま
っ
た
。
内
容
も
選
挙
集
会
さ
な
が

ら
。
愛
国
心
を
鼓
舞
し
、軍
事
力
を
誇
り
、

宣
言
し
た
の
は「
黄
金
時
代
の
幕
開
け
」。

「
米
国
が
共
産
主
義
国
家
に
な
る
こ
と
は

な
い
」な
ど
と
、
繰
り
返
し
共
産
主
義
に

触
れ
た
の
は
、
急
進
左
派
が
支
持
を
広
げ

る
民
主
党
へ
の
攻
撃
の
意
図
が
あ
っ
た
の

は
明
ら
か
だ
。
演
説
後
の
花
火
が
終
わ
る

と
、
日
を
ま
た
ぎ
５
日
に
な
っ
て
い
た
。

本
紙
は
建
国
の
理
念
と
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
下
の
社
会
を
比
較
す
る
連
載
を
７
月
２

日
付
朝
刊
か
ら
掲
載
し
た
。自
由
や
平
等
、

民
主
主
義
な
ど
、
こ
れ
ま
で
米
国
を
米
国

た
ら
し
め
た
価
値
観
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
の
で
は
と
の
問
題
意
識
だ
っ
た
。

材
料
は
事
欠
か
な
か
っ
た
。

王
の
よ
う
に
振
る
舞
う
ト
ラ
ン
プ
氏
。

住
所
だ
け
で
機
会
の
不
平
等
に
直
面
す
る

子
ど
も
。
分
断
が
対
話
の
機
会
も
奪
う
社

会
。
な
い
が
し
ろ
な
政
教
分
離
。
損
得
優

先
の「
米
国
例
外
主
義
」―
―
。
い
ず
れ

も
建
国
の
父
ら
が
掲
げ
た
理
想
と
は
、
似

て
も
似
つ
か
な
い
姿
だ
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
の
誕
生
日
の
６
月
14
日
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
前
の
特
設
リ
ン
グ
で
開

か
れ
た
総
合
格
闘
技
を
取
材
し
た
記
者

は
、
近
く
で
ホ
ー
ム
レ
ス
に
ブ
リ
ト
ー
を

振
る
舞
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
を
見
て
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
言
葉
を
失
っ
た
と
い
う
。

揺
り
戻
し
の「
芽
」も
探
る

連
載
に
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
や
マ
デ

ィ
ソ
ン
な
ど
建
国
の
父
ら
の
言
葉
を
似
顔

絵
と
と
も
に
載
せ
た
。
最
近
、
歴
史
に
焦

点
を
あ
て
た
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
が
人
気
と

聞
く
。
歴
史
上
の
人
物
か
ら
教
訓
を
得
る

よ
う
な
原
稿
の
仕
立
て
は
、
読
者
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
考
え
た
。

著
名
な
政
治
学
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン

チ
ン
ト
ン
は
１
９
８
１
年
出
版
の
著
書

『
米
国
政
治
　
約
束
さ
れ
た
不
調
和
』で
、

米
国
は
自
由
や
平
等
な
ど
理
念
を
追
い
求

め
る
時
代
と
、
そ
う
で
な
い
時
代
が
交
互

に
訪
れ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

政
権
時
代
は
、
後
者
に
あ
た
る
可
能
性
が

あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

揺
り
戻
し
が
繰
り
返
さ
れ
る
米
国
だ
か

ら
こ
そ
、
次
の
揺
り
戻
し
の「
芽
」も
探

り
た
い
と
考
え
た
。
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞

候
補
に
も
名
前
が
挙
が
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大

の
ラ
ジ
・
チ
ェ
テ
ィ
教
授
は
、
国
勢
調
査

の
情
報
な
ど
を
基
に
、
子
ど
も
が
育
っ
た

地
域
と
成
人
後
の
所
得
の
関
係
を
分
析

し
、
子
ど
も
時
代
の
環
境
や「
つ
な
が
り
」

が
将
来
の
成
功
に
結
び
つ
く
と
訴
え
た
。

研
究
目
標
は「
機
会
が
平
等
に
分
配
さ
れ

る
社
会
」の
実
現
だ
と
言
い
切
る
。
そ
こ

に
あ
る
の
は
、
社
会
を
変
え
た
い
と
い
う

意
志
と
米
国
特
有
の
楽
観
論
だ
。
矛
盾
を

抱
え
な
が
ら
も
、
理
想
を
求
め
続
け
る
米

国
人
の
物
語
を
、今
後
も
追
い
か
け
た
い
。

トランプ大統領は深夜の演説で「アメリカン・ドリームの復活」
を強調したが、国民の実感は乏しい（7月4日/読売新聞社提供）

は
し
も
と
・
じ
ゅ
ん
や
▼
1
9
9
8
年
入
社
　

宇
都
宮
支
局
　
東
北
総
局
　
政
治
部
の
ほ

か
　
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
　
モ
ス
ク
ワ
各
支
局
な
ど
を

経
て
　
４
月
か
ら
現
職

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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日
銀 

歴
史
的
利
上
げ 

赤
間

　央（
時
事
通
信
社
経
済
部
）

総
裁
・
首
相
が「
20
分
会
談
」

イ
ン
フ
レ
か
景
気
か
、
駆
け
引
き

日
本
の
政
策
金
利
が
約
31
年
ぶ
り
の
大

台
に
到
達
す
る
瞬
間
だ
っ
た
。
日
銀
は
６

月
16
日
の
金
融
政
策
決
定
会
合
で
、
従
来

の
０
・
75
％
か
ら
１
％
へ
の
追
加
利
上
げ

を
議
決
。
中
東
情
勢
の
悪
化
で
原
油
価
格

が
高
騰
す
る
中
、
イ
ン
フ
レ
の
芽
を
摘
む

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
だ
。一
方
、

高
市
早
苗
首
相
は
経
済
成
長
を
重
視
し
、

金
融
緩
和
を
志
向
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

歴
史
的
な
利
上
げ
を
巡
る
日
銀
と
政
府
の

駆
け
引
き
を
振
り
返
っ
た
。

突
然
の
首
相
官
邸
訪
問

日
銀
の
植
田
和
男
総
裁
が
首
相
官
邸
に

入
っ
た

―
。
５
月
22
日
午
後
５
時
半
す

ぎ
、
政
治
部
の
首
相
番
か
ら
連
絡
が
来
る

と
、
日
銀
ク
ラ
ブ
の
金
融
政
策
取
材
班
に

緊
張
が
走
っ
た
。
６
時
に
開
か
れ
る
経
済

財
政
諮
問
会
議
に
出
席
す
る
た
め
と
し
て

は
、
姿
を
見
せ
る
の
が
早
す
ぎ
る
。
会
議

前
の
時
間
を
使
い
、
高
市
首
相
と
会
談
す

る
の
だ
と
す
ぐ
に
判
明
し
た
。

歴
代
の
総
裁
と
首
相
は
、
経
済
・
物
価

情
勢
な
ど
を
巡
り
定
期
的
に
意
見
を
交
換

し
て
い
る
。
会
談
自
体
は
珍
し
く
は
な
い

が
、
問
題
は
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
植
田

総
裁
は
12
日
後
の
６
月
３
日
に
都
内
で
講

演
を
控
え
て
い
る
。
利
上
げ
に
関
す
る
何

ら
か
の
情
報
発
信
を
行
う
前
に
、
政
府
側

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
狙
い
が

あ
る
と
推
測
さ
れ
た
。

会
談
は
約
20
分
間
で
終
了
。
官
邸
で
取

材
に
応
じ
た
植
田
総
裁
は「
有
益
な
意
見

交
換
が
で
き
た
」な
ど
と
語
っ
た
。
金
融

政
策
も
議
題
に
な
っ
た
が
、
利
上
げ
時
期

な
ど
の
具
体
的
な
話
は
出
な
か
っ
た
と
い

う
。
こ
う
し
た
表
玄
関
の
話
だ
け
で
取
材

を
終
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
会
談
全

体
を
通
じ
、
首
相
が
利
上
げ
を
容
認
す
る

か
否
か
に
つ
い
て
、
総
裁
が
ど
の
よ
う
な

感
触
を
得
た
の
か
が
焦
点
だ
っ
た
。

強
か
っ
た
円
安
へ
の
懸
念

「
物
価
の
番
人
」で
あ
る
日
銀
に
と
っ

て
、
独
立
性
は
生
命
線
だ
。
政
治
的
な
思

惑
と
切
り
離
さ
れ
、
自
主
的
に
政
策
を
決

め
る
こ
と
で
信
認
が
保
た
れ
る
。
た
だ
、

経
済
政
策
が
全
体
と
し
て
非
効
率
的
に
な

ら
な
い
よ
う
、
日
銀
法
４
条
は
政
府
と
十

分
な
意
思
疎
通
を
図
る
よ
う
定
め
て
い

る
。
政
府
の
意
向
を
完
全
に
無
視
す
る
の

も
難
し
い
の
が
実
情
だ
。

高
市
首
相
は
就
任
後
、
一
貫
し
て
日
銀

に
政
府
と
の
連
携
を
求
め
続
け
て
い
る
。

オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
い
る
が
、
低
金
利

を
維
持
し
て
景
気
を
支
え
て
ほ
し
い
と
い

う
意
向
が
透
け
て
見
え
る
。
昨
年
12
月
に

日
銀
が
利
上
げ
し
た
際
は
、
首
相
周
辺
が

「
あ
と
１
年
は
利
上
げ
で
き
な
い
」な
ど

と
露
骨
に
く
ぎ
を
刺
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
会
談
後
に
各
方
面
を

取
材
し
て
も
、
首
相
が
利
上
げ
に
強
く
反

対
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
政
府

内
で
は「
結
果
責
任
さ
え
負
う
な
ら
、
日

銀
の
判
断
に
委
ね
る
」と
い
う
雰
囲
気
が

支
配
的
だ
っ
た
。
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、

日
米
金
利
差
に
よ
る
円
安
だ
。
今
回
利
上

げ
を
見
送
れ
ば
、
一
段
の
円
売
り
を
招
く

事
態
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

日
銀
も
こ
う
し
た
空
気
を
察
知
。
イ
ン

フ
レ
抑
制
は
息
の
長
い
経
済
成
長
に
つ
な

が
り
、
政
権
の
方
向
性
と
も
合
致
す
る
と

の
ロ
ジ
ッ
ク
で
押
し
切
る
作
戦
を
固
め
て

い
た
。
外
部
環
境
も
日
銀
に
味
方
し
た
。

中
東
以
外
か
ら
の
原
油
調
達
が
進
み
、
供

給
途
絶
に
よ
る
景
気
悪
化
の
リ
ス
ク
が
以

前
と
比
べ
て
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
し
て
迎
え
た
６
月
３
日
。
植
田
総
裁

は
物
価
上
振
れ
の
懸
念
に
触
れ
、「
利
上

げ
の
是
非
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
」と
述
べ
た
。
思
っ
た
以

上
に
踏
み
込
ん
だ
発
言
に
は
、
総
裁
の
覚

悟
が
う
か
が
え
た
。
金
融
市
場
は
６
月
の

利
上
げ
を
完
全
に
織
り
込
み
、
日
銀
も
予

告
通
り
に
政
策
変
更
を
実
行
し
た
。

高
市
政
権
は
今
回
の
利
上
げ
は
容
認
し

た
も
の
の
、
金
利
上
昇
が
景
気
に
水
を
差

す
こ
と
を
警
戒
す
る
声
は
消
え
ず
、
日
銀

を
け
ん
制
す
る
か
の
よ
う
な
動
き
も
出
て

い
る
。
次
回
以
降
の
利
上
げ
で
は
、
政
府

と
日
銀
の
せ
め
ぎ
合
い
が
激
し
さ
を
増
し

そ
う
だ
と
感
じ
た
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

高市早苗首相との会談後に記者団の取材に応じる日本
銀行の植田和男総裁（５月22日/首相官邸/時事通信社提供）

あ
か
ま
・
ひ
ろ
し
▼
1
9
9
9
年
入
社
　
経
済

部
配
属
　
さ
い
た
ま
支
局
　
政
治
部
を
経
て
　

再
び
経
済
部
　
2
0
2
5
年
７
月
か
ら
日
銀
キ

ャッ
プ
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中
部
電
力
浜
岡
原
発
の
耐
震
デ
ー
タ
不
正�

武
田
　
愛
一
郎（
静
岡
新
聞
社
　
　

東
京
支
社
編
集
部
）

安
全
揺
る
が
す
愚
行
な
ぜ

規
制
の
あ
り
方
も
焦
点
に

１
月
５
日
の
昼
過
ぎ
、
取
材
の
足
場
に

し
て
い
る
国
会
記
者
会
館
で
く
つ
ろ
い
で

い
る
と
、
直
属
の
上
司
か
ら
携
帯
電
話
に

メ
ー
ル
が
届
い
た
。「
急
で
申
し
訳
な
い

が
、
今
か
ら
名
古
屋
に
行
く
」「
中
部
電
力

が
浜
岡
に
関
し
て
緊
急
の
記
者
会
見
を
開

く
」―
。仕
事
初
め
の
日
に
緊
急
会
見
？
　

不
穏
な
空
気
を
感
じ
た
。
本
社
社
会
部
、

浜
岡
原
発
が
あ
る
御
前
崎
市
の
御
前
崎
支

局
と
も
連
携
し
、
翌
日
付
の
静
岡
新
聞
紙

面
で
は
１
面
、
社
会
面
で
大
展
開
し
た
。

原
発
の
耐
震
設
計
の
要
で
あ
る
基
準
地
震

動
デ
ー
タ
不
正
問
題
の
取
材
は
、
こ
う
し

て
始
ま
っ
た
。

２
０
１
２
年
か
ら
意
図
的
操
作

基
準
地
震
動
は
、
原
発
の
敷
地
で
想
定

さ
れ
る
最
大
の
揺
れ
を
表
す
。
原
発
の
建

屋
や
機
器
、
設
備
の
耐
震
設
計
の
大
本
と

な
る
。
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制
基

準
適
合
性
審
査
で
了
承
を
得
る
必
要
が
あ

る
。
中
部
電
は
規
制
委
の
審
査
会
合
で
、

複
数
の
地
震
動
デ
ー
タ
か
ら
平
均
的
な
波

形
を「
代
表
波
」と
し
て
抽
出
し
た
と
説

明
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
都
合
が
い
い

波
形
を
選
び
だ
し
、
そ
れ
が
平
均
に
み
え

る
よ
う
残
り
の
デ
ー
タ
を
付
け
加
え
る
つ

じ
つ
ま
合
わ
せ
を
し
て
い
た
。
意
図
的
な

操
作
は
２
０
１
２
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

と
さ
れ
る
。

こ
れ
だ
け
で
も
悪
質
だ
が
、
公
益
通
報

に
基
づ
く
規
制
委
の
検
査
が
入
っ
た
昨
年

５
月
以
降
も
、デ
ー
タ
を
操
作
し
て
い
た
。

規
制
委
の
山
中
伸
介
委
員
長
は
記
者
会
見

で「
不
正
隠
し
」と
断
じ
、「
安
全
文
化
の

劣
化
以
前
の
問
題
。
技
術
者
の
倫
理
観
の

喪
失
が
集
団
で
起
き
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」と
厳
し
く
批
判
し
た
。
浜
岡
原
発
の

基
準
地
震
動
は
規
制
委
が
９
年
ほ
ど
か
け

て
審
査
し
２
０
２
３
年
に
了
承
さ
れ
た
。

台
無
し
に
し
愚
行
と
し
か
い
い
よ
う
が
な

い
。地

元
は
戸
惑
い
、落
胆
、憤
り

浜
岡
原
発
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想

定
震
源
域
の
真
上
に
あ
る
。
ひ
と
た
び
事

故
が
起
き
れ
ば
社
会
へ
の
影
響
は
甚
大

だ
。
静
岡
新
聞
に
と
っ
て
も
最
重
要
テ
ー

マ
で
あ
り
、
歴
代
の
先
輩
記
者
が
丹
念
に

取
材
し
て
き
た
。
商
業
炉
と
し
て
初
め
て

１
、
２
号
機
を
廃
炉
に
し
６
号
機
を
新
設

す
る
特
報（
２
０
０
８
年
12
月
）を
契
機

に
し
た「
浜
岡
原
発
の
選
択
」、
２
０
１

１
年
３
月
の
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
を
受
け
浜
岡
の
あ
り
方
を
検
証
し
た

「
続
・
浜
岡
原
発
の
選
択
」と
い
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
報
道
も
展
開
し
た
。
私
も
２
０

１
４
年
か
ら
４
年
間
、
御
前
崎
支
局
に
勤

務
し
、ど
っ
ぷ
り
原
発
報
道
に
携
わ
っ
た
。

安
全
対
策
に
厳
し
い
目
を
向
け
て
き
た
つ

も
り
だ
が
、
不
正
に
気
づ
か
ず
、
自
ら
の

取
材
の
甘
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
裏

切
ら
れ
た
よ
う
な
思
い
も
あ
り
、
暗
た
ん

た
る
気
持
ち
が
し
て
い
る
。

中
部
電
は
、
対
策
が
十
分
か
ど
う
か
は

別
と
し
て
、
浜
岡
原
発
の
安
全
性
を
高
め

る
取
り
組
み
を
率
先
し
て
講
じ
て
き
た
と

い
う
印
象
を
抱
い
て
い
た
。
国
が
２
０
０

６
年
に
新
耐
震
指
針
を
示
し
た
際
、
そ
れ

を
上
回
る
耐
震
裕
度
向
上
工
事
を
自
主
的

に
行
っ
た
。
商
業
炉
の
廃
炉
を
決
断
し
た

の
は
電
力
会
社
と
し
て
初
め
て
だ
っ
た
。

原
発
事
故
直
後
、
再
稼
働
で
き
る
か
ど
う

か
も
分
か
ら
な
い
中
、
自
ら
高
さ
18
㍍
の

防
潮
堤
を
築
く
取
り
組
み
も
し
た
。
積
極

的
に
対
策
を
講
じ
て
き
た
姿
勢
と
今
回
の

不
正
は
、
あ
ま
り
に
も
落
差
が
大
き
い
。

長
年
原
発
を
受
け
入
れ
て
き
た
地
元
住
民

は
戸
惑
い
、
落
胆
、
憤
り
を
募
ら
せ
て
い

る
。
信
頼
回
復
は
い
ば
ら
の
道
だ
。

不
正
の
動
機
は
何
だ
っ
た
の
か
、
上
層

部
は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
解
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
点
は
多
岐
に
わ

た
る
。原
子
力
規
制
の
あ
り
方
も
焦
点
だ
。

規
制
委
は
、元
デ
ー
タ
を
不
正
さ
れ
る
と
、

見
抜
く
こ
と
は「
極
め
て
困
難
」と
繰
り

返
す
。
原
子
力
の
安
全
の
一
義
的
責
任
は

「
事
業
者
に
あ
る
」と
の
見
解
も
示
す
。

事
業
者
任
せ
で
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
、

罰
則
の
導
入
で
抑
止
効
果
は
あ
る
の
か
、

他
電
力
へ
の
水
平
展
開
は
必
要
な
い
の
か

―
。地
元
紙
と
し
て
一
つ
一
つ
解
明
し
、

住
民
と
と
も
に
浜
岡
原
発
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て

い
る
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

浜岡原発を巡る不正問題について、下村勝御前崎市長らに謝罪す
る中部電力の林欣吾社長（手前）（１月15日/同市役所/静岡新聞社提供）
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サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
北
中
米
大
会�

阿
刀
田

　寛（
日
本
経
済
新
聞
社

編
集
委
員

　
　
　）

乗
り
継
げ
ど
選
手
の
声
遠
く

現
場
記
事 

広
が
る「
二
次
情
報
」

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
、
39
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ（
Ｗ
杯
）北
中
米
大
会
を
取
材

し
た
。
も
う
す
ぐ
還
暦
の
私
に
は
、
毎
日

の
移
動
が
こ
た
え
る
大
会
で
あ
っ
た
。

未
明
発
の
航
空
便
で
南
北
往
来

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ア
ト
ラ
ン
タ
な
ど
、

主
に
北
米
大
陸
の
東
海
岸
寄
り
の
都
市
を

南
北
に
往
来
し
な
が
ら
、
外
国
の
チ
ー
ム

同
士
の
試
合
を
数
多
く
受
け
持
っ
た
。

未
明
出
発
の
航
空
便
に
飛
び
乗
っ
て
、

午
後
の
試
合
開
始
ま
で
に
会
場
に
た
ど
り

着
く
。
試
合
が
終
わ
れ
ば
手
早
く
取
材
を

す
ま
せ
て
ホ
テ
ル
に
戻
り
、
深
夜
ま
で
記

事
を
書
き
つ
ら
ね
る
。
や
っ
と
就
寝
し
た

と
思
っ
た
ら
、
２
時
間
後
に
目
覚
ま
し
時

計
が
ジ
ャ
ン
と
鳴
る
。
こ
ん
な
生
活
が
毎

日
続
け
ば
バ
テ
て
当
然
だ
ろ
う
。

高
額
な
旅
費
を
会
社
に
払
わ
せ
る
負
い

目
も
あ
り
、
そ
れ
な
り
に
踏
ん
張
ら
な
け

れ
ば
と
無
理
な
旅
程
を
組
ん
だ
自
分
が
わ

る
い
。
大
会
が
終
わ
っ
た
今
は「
あ
あ
ま

で
し
て
現
地
に
行
か
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い

理
由
っ
て
何
？
」と
、
取
材
活
動
の
根
本

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

現
場
第
一
の
精
神
は
記
者
な
ら
ば
当
た

り
前
。
サ
ッ
カ
ー
の
歴
史
的
な
事
跡
に
立

ち
会
え
る
率
直
な
喜
び
も
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
歩
し
た
今
、

試
合
リ
ポ
ー
ト
を
書
く
記
者
が
現
地
の
観

戦
者
で
あ
る
必
要
は
あ
ま
り
な
い
。

映
像
確
認
な
ど
の
面
で
は
通
信
環
境
に

制
約
の
多
い
現
地
に
い
る
よ
り
も
、
日
本

の
視
聴
者
で
い
る
ほ
う
が
メ
リ
ッ
ト
は
多

そ
う
だ
。
公
式
の
メ
デ
ィ
ア
ア
プ
リ
に
登

録
す
れ
ば
、
試
合
後
の
記
者
会
見
な
ど
の

映
像
を
英
訳
つ
き
で
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
会
場
に
い
た
と
こ
ろ

で
必
ず
選
手
に
取
材
で
き
る
わ
け
で
も
な

い
。ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代
表
の
一
行
な
ど
は
、

ミ
ッ
ク
ス
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
取
材
区
画

を
無
言
で
通
り
過
ぎ
る
の
が
も
っ
ぱ
ら
だ

っ
た
。
リ
オ
ネ
ル
・
メ
ッ
シ
ご
本
尊
の
肉

声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
た
記
者
が
ど

れ
ほ
ど
い
た
だ
ろ
う
か
。

外
国
チ
ー
ム
の
担
当
だ
っ
た
か
ら
、
取

材
対
象
と
の
距
離
が
い
っ
そ
う
遠
く
感
じ

ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
語
学
力

の
不
足
だ
け
が
原
因
な
ら
、
打
開
策
が
ま

っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

周
り
の
日
本
人
記
者
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス

語
や
ス
ペ
イ
ン
語
、
ド
イ
ツ
語
で
語
ら
れ

る
言
葉
の
片
々
を
拾
い
集
め
て
、
様
々
な

翻
訳
ア
プ
リ
を
駆
使
し
て
日
本
語
に
変
換

し
、
記
事
に
生
か
し
て
い
た
。
８
年
ぶ
り

の
Ｗ
杯
取
材
で
感
じ
た
最
も
大
き
な
変
化

が
こ
れ
で
あ
る
。

大
会
を
終
え
た
今
な
ら
わ
か
る
。
こ
う

し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
い
つ
け
な
い
私

は
情
報
弱
者
で
あ
り
、
下
手
な
英
語
だ
け

を
頼
り
に「
史
上
最
大
の
Ｗ
杯
」に
挑
ん

だ
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
で
あ
っ
た
。

鮮
魚
提
供 
実
は
東
京
経
由
で

同
時
に
こ
う
も
思
う
。
私
た
ち
ス
ポ
ー

ツ
記
者
が
現
場
で
書
く
記
事
は
、
画
面
越

し
の
映
像
や
音
声
、
公
式
サ
イ
ト
の
デ
ー

タ
な
ど「
二
次
情
報
」を
も
と
に
し
た
も

の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
翻
訳
ア
プ
リ
の

登
場
に
よ
っ
て
、
そ
の
領
域
が
さ
ら
に
広

が
っ
た
の
だ
と
。

Ａ
Ｉ
搭
載
の
ア
プ
リ
が
訳
し
た
文
章

は
、
発
言
の
奥
に
潜
む
真
意
や
感
情
の
機

微
ま
で
伝
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
の
通

訳
を
間
に
立
て
れ
ば
望
め
る
は
ず
の
、
質

問
と
返
答
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
や
り

と
り
か
ら
、
む
し
ろ
私
た
ち
を
遠
ざ
け
る

ア
イ
テ
ム
な
の
で
は
な
い
か
。

コ
メ
ン
ト
不
足
に
窮
し
た
記
者
が
、
日

本
の
中
継
動
画
に
流
れ
た
選
手
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
和
訳
を
東
京
の
本
社
に
送
っ
て
も

ら
っ
た
例
な
ど
は
、
滑
稽
と
い
う
ほ
か
な

い
。
目
の
前
で
新
鮮
な
魚
た
ち
が
泳
い
で

い
る
の
に
、
い
ち
ど
東
京
の
市い

ち

場ば

を
経
由

し
て
戻
っ
て
き
た
冷
凍
食
品
に
箸
を
つ
け

る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
。

北
中
米
大
会
は
白
熱
の
試
合
が
多
く
、

観
戦
者
と
し
て
は
心
か
ら
楽
し
め
た
。
取

材
者
と
し
て
は
、
ど
れ
だ
け
移
動
便
を
乗

り
継
い
で
も「
選
手
の
声
」に
な
か
な
か

到
達
で
き
な
い
難
儀
な
大
会
で
あ
っ
た
。

サッカーＷ杯で優勝し、トロフィーを掲げて喜ぶスペイン
イレブン（７月19日/米ニューヨーク/日本経済新聞社提供）

あ
と
う
だ
・
ひ
ろ
し
▼
1
9
9
4
年
入
社
　
東

京
運
動
部
配
属
と
な
っ
た
97
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

取
材
に
か
か
わ
り 

主
に
サ
ッ
カ
ー
を
担
当
　
2

0
2
5
年
４
月
か
ら
編
集
委
員
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中
部
電
力
浜
岡
原
発
の
耐
震
デ
ー
タ
不
正�

武
田
　
愛
一
郎（
静
岡
新
聞
社
　
　

東
京
支
社
編
集
部
）

安
全
揺
る
が
す
愚
行
な
ぜ

規
制
の
あ
り
方
も
焦
点
に

１
月
５
日
の
昼
過
ぎ
、
取
材
の
足
場
に

し
て
い
る
国
会
記
者
会
館
で
く
つ
ろ
い
で

い
る
と
、
直
属
の
上
司
か
ら
携
帯
電
話
に

メ
ー
ル
が
届
い
た
。「
急
で
申
し
訳
な
い

が
、
今
か
ら
名
古
屋
に
行
く
」「
中
部
電
力

が
浜
岡
に
関
し
て
緊
急
の
記
者
会
見
を
開

く
」―
。仕
事
初
め
の
日
に
緊
急
会
見
？
　

不
穏
な
空
気
を
感
じ
た
。
本
社
社
会
部
、

浜
岡
原
発
が
あ
る
御
前
崎
市
の
御
前
崎
支

局
と
も
連
携
し
、
翌
日
付
の
静
岡
新
聞
紙

面
で
は
１
面
、
社
会
面
で
大
展
開
し
た
。

原
発
の
耐
震
設
計
の
要
で
あ
る
基
準
地
震

動
デ
ー
タ
不
正
問
題
の
取
材
は
、
こ
う
し

て
始
ま
っ
た
。

２
０
１
２
年
か
ら
意
図
的
操
作

基
準
地
震
動
は
、
原
発
の
敷
地
で
想
定

さ
れ
る
最
大
の
揺
れ
を
表
す
。
原
発
の
建

屋
や
機
器
、
設
備
の
耐
震
設
計
の
大
本
と

な
る
。
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制
基

準
適
合
性
審
査
で
了
承
を
得
る
必
要
が
あ

る
。
中
部
電
は
規
制
委
の
審
査
会
合
で
、

複
数
の
地
震
動
デ
ー
タ
か
ら
平
均
的
な
波

形
を「
代
表
波
」と
し
て
抽
出
し
た
と
説

明
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
都
合
が
い
い

波
形
を
選
び
だ
し
、
そ
れ
が
平
均
に
み
え

る
よ
う
残
り
の
デ
ー
タ
を
付
け
加
え
る
つ

じ
つ
ま
合
わ
せ
を
し
て
い
た
。
意
図
的
な

操
作
は
２
０
１
２
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

と
さ
れ
る
。

こ
れ
だ
け
で
も
悪
質
だ
が
、
公
益
通
報

に
基
づ
く
規
制
委
の
検
査
が
入
っ
た
昨
年

５
月
以
降
も
、デ
ー
タ
を
操
作
し
て
い
た
。

規
制
委
の
山
中
伸
介
委
員
長
は
記
者
会
見

で「
不
正
隠
し
」と
断
じ
、「
安
全
文
化
の

劣
化
以
前
の
問
題
。
技
術
者
の
倫
理
観
の

喪
失
が
集
団
で
起
き
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」と
厳
し
く
批
判
し
た
。
浜
岡
原
発
の

基
準
地
震
動
は
規
制
委
が
９
年
ほ
ど
か
け

て
審
査
し
２
０
２
３
年
に
了
承
さ
れ
た
。

台
無
し
に
し
愚
行
と
し
か
い
い
よ
う
が
な

い
。地

元
は
戸
惑
い
、落
胆
、憤
り

浜
岡
原
発
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想

定
震
源
域
の
真
上
に
あ
る
。
ひ
と
た
び
事

故
が
起
き
れ
ば
社
会
へ
の
影
響
は
甚
大

だ
。
静
岡
新
聞
に
と
っ
て
も
最
重
要
テ
ー

マ
で
あ
り
、
歴
代
の
先
輩
記
者
が
丹
念
に

取
材
し
て
き
た
。
商
業
炉
と
し
て
初
め
て

１
、
２
号
機
を
廃
炉
に
し
６
号
機
を
新
設

す
る
特
報（
２
０
０
８
年
12
月
）を
契
機

に
し
た「
浜
岡
原
発
の
選
択
」、
２
０
１

１
年
３
月
の
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
を
受
け
浜
岡
の
あ
り
方
を
検
証
し
た

「
続
・
浜
岡
原
発
の
選
択
」と
い
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
報
道
も
展
開
し
た
。
私
も
２
０

１
４
年
か
ら
４
年
間
、
御
前
崎
支
局
に
勤

務
し
、ど
っ
ぷ
り
原
発
報
道
に
携
わ
っ
た
。

安
全
対
策
に
厳
し
い
目
を
向
け
て
き
た
つ

も
り
だ
が
、
不
正
に
気
づ
か
ず
、
自
ら
の

取
材
の
甘
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
裏

切
ら
れ
た
よ
う
な
思
い
も
あ
り
、
暗
た
ん

た
る
気
持
ち
が
し
て
い
る
。

中
部
電
は
、
対
策
が
十
分
か
ど
う
か
は

別
と
し
て
、
浜
岡
原
発
の
安
全
性
を
高
め

る
取
り
組
み
を
率
先
し
て
講
じ
て
き
た
と

い
う
印
象
を
抱
い
て
い
た
。
国
が
２
０
０

６
年
に
新
耐
震
指
針
を
示
し
た
際
、
そ
れ

を
上
回
る
耐
震
裕
度
向
上
工
事
を
自
主
的

に
行
っ
た
。
商
業
炉
の
廃
炉
を
決
断
し
た

の
は
電
力
会
社
と
し
て
初
め
て
だ
っ
た
。

原
発
事
故
直
後
、
再
稼
働
で
き
る
か
ど
う

か
も
分
か
ら
な
い
中
、
自
ら
高
さ
18
㍍
の

防
潮
堤
を
築
く
取
り
組
み
も
し
た
。
積
極

的
に
対
策
を
講
じ
て
き
た
姿
勢
と
今
回
の

不
正
は
、
あ
ま
り
に
も
落
差
が
大
き
い
。

長
年
原
発
を
受
け
入
れ
て
き
た
地
元
住
民

は
戸
惑
い
、
落
胆
、
憤
り
を
募
ら
せ
て
い

る
。
信
頼
回
復
は
い
ば
ら
の
道
だ
。

不
正
の
動
機
は
何
だ
っ
た
の
か
、
上
層

部
は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
解
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
点
は
多
岐
に
わ

た
る
。原
子
力
規
制
の
あ
り
方
も
焦
点
だ
。

規
制
委
は
、元
デ
ー
タ
を
不
正
さ
れ
る
と
、

見
抜
く
こ
と
は「
極
め
て
困
難
」と
繰
り

返
す
。
原
子
力
の
安
全
の
一
義
的
責
任
は

「
事
業
者
に
あ
る
」と
の
見
解
も
示
す
。

事
業
者
任
せ
で
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
、

罰
則
の
導
入
で
抑
止
効
果
は
あ
る
の
か
、

他
電
力
へ
の
水
平
展
開
は
必
要
な
い
の
か

―
。地
元
紙
と
し
て
一
つ
一
つ
解
明
し
、

住
民
と
と
も
に
浜
岡
原
発
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て

い
る
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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４
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村
さ
ん
は
、
四
半
世
紀
た
っ
た
今
と
変
わ

ら
ず
、
す
ら
っ
と
し
た
人
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。

し
ば
ら
く
す
る
と
色
々
な「
懸
案
事

項
」の
取
材
に
私
も
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
い
わ
ゆ
る「
夜
討
ち
朝
駆
け
」

を
始
め
た
。
サ
ブ
キ
ャ
ッ
プ
が
対
応
で
き

な
い
時
な
ど
に
私
も
三
村
さ
ん
を
追
い
か

け
る
の
だ
が
、こ
れ
が
と
に
か
く
疲
れ
た
。

自
宅
か
ら
愛
犬
の
散
歩
に
で
か
け
る
三
村

さ
ん
の
足
は
、
と
に
か
く
速
か
っ
た
。

■
準
備
し
た
質
問 

用
を
な
さ
ず

体
力
だ
け
で
は
な
い
。
当
時
の
私
は
５

年
目
ぐ
ら
い
の
若
手
記
者
だ
っ
た
と
は
い

え
、
何
人
も
の
経
営
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
業
績
の
見
通
し

や
設
備
投
資
の
方
針
、
組
織
改
革
な
ど
を

聞
き
出
す
た
め
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
質

問
す
る
の
が
企
業
担
当
の
役
目
だ
。

社
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
の
三
村
さ
ん

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
全
く
違
っ
た
。
と
に

か
く
日
本
の
こ
と
を
憂
い
、
政
策
の
こ
と

を
語
ら
れ
る
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
新

日
鉄
の
経
営
に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
い

う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
用
意
し
た
質
問

が
用
を
な
さ
な
い
私
は
冷
や
汗
を
か
く
ば

か
り
。
勉
強
不
足
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
応

接
室
を
出
た
。

私
は
取
材
先
と
長
く
お
付
き
合
い
す
る

の
は
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。
記

者
は
２
年
ほ
ど
た
て
ば
担
当
が
代
わ
り
、

後
任
が
く
る
。
前
任
者
が
出
て
く
る
こ
と

を
後
任
は
快
く
思
わ
な
い
。
企
業
経
営
者

は
何
年
か
た
つ
と
引
退
さ
れ
、
連
絡
が
と

り
に
く
く
な
る
。

三
村
さ
ん
と
は
な
ぜ
か
縁
が
続
い
た
。

私
が
内
閣
府
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
い
た
と

き
、
三
村
さ
ん
は
政
府
の
経
済
財
政
諮
問

会
議
の
民
間
議
員
を
務
め
ら
れ
た
。
国
の

政
策
を
冷
静
な
目
で
見
る
三
村
さ
ん
は
適

任
と
感
じ
た
が
、
後
に
民
主
党
政
権
に
移

る
直
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
政
府
会
議
で

は
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

私
が
24
年
に
経
済
部
長
に
な
っ
て
か

ら
は
、
日
本
の
政
策
運
営
に
つ
い
て
何

度
か
貴
重
な
意
見
交
換
が
で
き
た
。

■
私
の
こ
と
記
事
に
し
て
く
れ
た

最
近
は
人
口
減
少
に
つ
い
て
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
人
口
が
減

れ
ば
日
本
は
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
。
危

機
感
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る
が
、
三
村

さ
ん
ほ
ど
将
来
へ
の
責
任
を
強
く
感
じ

て
い
る
人
は
私
の
身
の
ま
わ
り
に
は
見

当
た
ら
な
い
。
今
の
若
者
よ
り
も
、
将

来
を
憂
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

若
手
だ
っ
た
私
も
も
う
50
歳
。
ベ
テ

ラ
ン
ど
こ
ろ
か
シ
ニ
ア
と
も
言
え
る
年

齢
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
三
村
さ
ん
も

年
齢
を
重
ね
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
う
ら

や
ま
し
い
ほ
ど
若
々
し
い
。

そ
し
て
三
村
さ
ん
は
匿
名
の
形
だ

が
、
日
経
の
紙
面
で
私
の
こ
と
を
書
い

て
く
れ
た
。
新
聞
記
者
が
不
祥
事
以
外

で
自
社
の
記
事
に
な
る
こ
と
は
あ
ま
り

な
い
。
記
事
に
な
る
喜
び
を
教
え
て
く

れ
た
三
村
さ
ん
に
感
謝
を
伝
え
た
い
。

（
か
と
う
・
し
ゅ
う
へ
い
　
１
９
９
８
年

入
社
　
素
材
産
業
や
霞
が
関
の
省
庁
の
取

材
を
長
く
担
当
　
経
済
部
長
な
ど
を
務
め

２
０
２
６
年
か
ら
名
古
屋
支
社
編
集
グ
ル

ー
プ
長
）

20
代
の
こ
ろ
、
記
者
と
し
て
初
め
て

取
材
し
て
か
ら
四
半
世
紀
が
た
っ
た
。

こ
の
間
、
三
村
明
夫
さ
ん
に
会
う
と
い

つ
も
感
じ
る
。

「
私
よ
り
若
い
」

私
が
素
材
産
業
の
担
当
記
者
と
な
っ

た
２
０
０
１
年
９
月
は
激
動
の
時
代
だ

っ
た
。
鉄
鋼
業
も
例
外
で
は
な
い
。
振

り
返
っ
て
み
る
と「
失
わ
れ
た
20
年
」

が
始
ま
っ
て
い
た
。
鋼
材
価
格
は
低
迷

し
、
最
大
手
の
新
日
本
製
鉄
で
す
ら
先

の
見
え
な
い
状
況
だ
っ
た
。

当
時
、
私
が
担
当
し
て
い
た
の
は
鉄

鋼
業
で
は
な
く
、
非
鉄
金
属
産
業
だ
っ

た
。キ
ャ
ッ
プ
と
サ
ブ
キ
ャ
ッ
プ
の
下
で

働
く
私
は
鉄
鋼
各
社
の
記
者
レ
ク
に
は

出
席
し
て
い
た
も
の
の
、
常
日
ご
ろ
か

ら
取
材
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
ん
な
私
が
三
村
さ
ん
に
最
初
に
会

っ
た
の
は
、
新
日
鉄
が
年
末
に
開
く
役

員
と
記
者
の
懇
親
会
の
場
だ
っ
た
と
思

う
。
先
輩
記
者
が「
あ
の
人
が
新
日
鉄

の
エ
ー
ス
だ
よ
」と
教
え
て
く
れ
た
三
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チ
ー
ム
メ
イ
ト
だ
っ
た
球
歴
か
ら
、
王
さ
ん

の
す
ご
さ
を
空
振
り
し
な
い
、
選
球
眼
が
い

い
、
必
ず
捉
え
る
と
評
し「
今
の
大
リ
ー
グ

な
ら
３
割
５
分
、
60
本
塁
打
以
上
、
１
５
０

打
点
。
三
冠
王
」と
断
言
し
た
。

　
50
年
を
超
え
る
取
材
歴
で
今
な
お
コ
ラ
ム

ニ
ス
ト
。
生
き
字
引
で
ご
意
見
番
的
存
在
の

受
賞
を
王
貞
治
氏
は「
す
ご
く
前
向
き
な

人
。
必
要
な
人
」と
評
し
て
喜
ん
だ
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
特
別
編
集
委
員
　

宮
内
　
正
英

　
６
月
29
日
開
催
。
一
般
か
ら
の
参
加
を
含
め
、
参
加
人
数

は
、
会
場
45
人
、
ウ
ェ
ブ
24
人

死
の
重
症
を
負
っ
た
正
力
松
太
郎
氏
が
一
命

を
取
り
留
め
た
こ
と
が
ラ
ッ
キ
ー
の
始
ま

り
。
読
売
中
興
の
祖
で
あ
る
正
力
氏
は「
希

代
の
興
行
師
」と
評
さ
れ
る
。
戦
後
は
外
圧
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
統
治
政
策
の
一
環
と
し
て
野
球
を

利
用
、
終
戦
の
年
に
東
西
対
抗
を
開
催
さ
せ

た
こ
と
が
野
球
発
展
の
礎
に
な
っ
た
。
川
上

哲
治
氏
の
巨
人
軍
復
帰
を
後
押
し
し
た
の
が

農
地
改
革
。
契
約
金
で
故
郷
熊
本
の
農
地
を

買
い
上
げ
家
族
の
生
活
を
助
け
た
。
官
営
の

国
鉄
が
プ
ロ
野
球
に
参
入
で
き
た
こ
と
も
し

か
り
。
統
治
政
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

今
で
も
あ
る「
外
圧
効
果
」だ
。

　
会
場
で
の
質
疑
応
答
で「
大
谷
以
上
に
活

躍
で
き
た
と
思
わ
れ
る
選
手
は
？
」
に
は

「
王
貞
治
さ
ん
」。
高
校
時
代
、
柴
田
勲
氏
の

２
０
２
６
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
特
別
賞

受
賞
記
念
講
演
会

■
取
材
の
バ
ト
ン
４
人
で
つ
な
ぐ

特
別
賞
　
東
日
本
放
送「
旧
優
生
保
護

法
問
題
」取
材
班

（
髙
橋
直
希
　
東
日
本
放
送
報
道
制
作
局
報
道
部
）

■
虚
偽
・
誹
謗
の
攻
撃
を
許
さ
ず

特
別
賞
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ「
報
道
特
集
」

兵
庫
県
問
題
取
材
チ
ー
ム

（
村
瀬
健
介
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ「
報
道
特
集
」キ
ャ
ス
タ
ー
）

■
プ
ロ
野
球
「
運
の
強
い
生
き
物
」

ク
ラ
ブ
賞 

菅
谷
齊
さ
ん

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
共
同
通
信
社
社
友
）

　
プ
ロ
野
球
を

「
実
に
運
の
強
い

生
き
物
」と
表
現

す
る
。
長
嶋
茂
雄

氏
が
生
ま
れ
る
前

年（
１
９
３
５
年
）、

暴
漢
に
襲
わ
れ
瀕

の
電
話
だ
っ
た
。
以
後
、
こ
の
問
題
を
担
当

す
る
記
者
ら
が「
取
材
の
バ
ト
ン
」を
つ
な

ぎ
、
28
年
に
わ
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
道
で

放
映
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
や
企
画
は
２
０
０
本

以
上
。
特
筆
す
べ
き
は
、
電
話
の
主
で
あ
る

飯
塚
淳
子
さ
ん（
仮
名
、
80
代
）に
記
者
た

ち
が
、
寄
り
添
い
続
け
た
こ
と
だ
。
飯
塚
さ

ん
の
存
在
が
同
局
の
番
組
で
報
じ
ら
れ
、
そ

れ
ら
が
国
賠
訴
訟
の
流
れ
を
つ
く
っ
た
。
講

演
会
で
は
現
在
の
４
代
目
、
髙
橋
直
希
記
者

（
28
）が
そ
う
し
た
経
緯
を
報
告
し
た
。
被
害

の
声
を
上
げ
る
決
意
を
し
た
飯
塚
さ
ん
は
当

時
、
複
数
の
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
に
同
様
の

電
話
を
か
け
た
と
い
う
。
だ
が
、
他
社
の
反

応
は
鈍
か
っ
た
。

　「
声
な
き
声
を
す
く
い
あ
げ
る
」の
が
記

者
の
役
目
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
。
で
も
、
こ

う
し
て「
上
が
っ
た
声
」に
対
し
、
き
ち
ん

と
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
。同
局
の
受
賞
は
、

私
自
身
の
記
者
生
活
を
振
り
返
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
。毎

日
新
聞
社
編
集
局
　
明
珍
　
美
紀

　
受
賞
は
取
材
チ
ー
ム
が
培
っ
て
き
た
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
魂
の
成
せ
る
業わ

ざ

だ
っ
た
。
虚
偽

や
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
掲
載
、拡
散
さ
れ
、

　
私
は
16
歳
の
と
き
、

子
ど
も
を
産
め
な
く

す
る
手
術
を
受
け
さ

せ
ら
れ
た
―
―
。

　
受
話
器
の
向
こ
う

か
ら
聞
こ
え
た
女
性

民
主
主
義
が
歪
め
ら

れ
る
こ
と
を
看
過
し

な
か
っ
た
。
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
な
く
、
番

組
関
係
者
や
取
材
協

力
者
、
ス
ポ
ン
サ
ー

の
言
葉
が
、
記
者
の
心
を
つ
か
ん
だ
。
ｋ
ｈ

ｂ
東
日
本
放
送
が
、
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る

被
害
の
実
態
を
追
い
始
め
た
き
っ
か
け
は
１

９
９
７
年
、
報
道
部
に
か
か
っ
て
き
た
１
本

ま
で
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
も
、

取
材
チ
ー
ム
は
問
題
意
識
を
共
有
し
、
揺
ら

ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
と
そ

の
内
部
告
発
で
揺
れ
た
兵
庫
県
政
、
斎
藤
元

彦
知
事
の
出
直
し
知
事
選
…
と
取
材
を
重

ね
、
繰
り
返
し
報
道
し
た
。

　
複
数
の
自
殺
者
を
出
す
な
ど
痛
ま
し
い
展

開
も
あ
っ
た
。
知
事
選
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
病
理

が
社
会
問
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

そ
の
元
凶
が
Ｎ
党
の
立
花
孝
志
党
首
だ
っ

た
。
攻
撃
の
矛
先
を
自
在
に
決
め
ら
れ
る
あ

る
種
の
権
力
者
だ
っ
た
。
取
材
チ
ー
ム
の
報

道
が
警
察
と
検
察
を
動
か
し
、
立
花
党
首
は

逮
捕
・
起
訴
に
至
っ
た
。ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
病
理
に
打
ち
勝
っ
た
の
で
あ
る
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
は
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
と

揶や

揄ゆ

さ
れ
、「
そ
ん
な
媒
体
に
何
が
で
き
る

の
か
」と
批
判
さ
れ
る
。
し
か
し
、
取
材
チ

ー
ム
は
見
事
、揶
揄
や
批
判
を
は
ね
か
え
し
、

報
道
の
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
豊

富
な
経
験
を
生
か
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
病
理
を
え

ぐ
り
出
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
魂
を
武
器
に

戦
っ
て
ほ
し
い
。

　�

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家（
元
産
経
新
聞
論
説
委

員
）�

木
村
　
良
一
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村
さ
ん
は
、
四
半
世
紀
た
っ
た
今
と
変
わ

ら
ず
、
す
ら
っ
と
し
た
人
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。

し
ば
ら
く
す
る
と
色
々
な「
懸
案
事

項
」の
取
材
に
私
も
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
い
わ
ゆ
る「
夜
討
ち
朝
駆
け
」

を
始
め
た
。
サ
ブ
キ
ャ
ッ
プ
が
対
応
で
き

な
い
時
な
ど
に
私
も
三
村
さ
ん
を
追
い
か

け
る
の
だ
が
、こ
れ
が
と
に
か
く
疲
れ
た
。

自
宅
か
ら
愛
犬
の
散
歩
に
で
か
け
る
三
村

さ
ん
の
足
は
、
と
に
か
く
速
か
っ
た
。

■
準
備
し
た
質
問 
用
を
な
さ
ず

体
力
だ
け
で
は
な
い
。
当
時
の
私
は
５

年
目
ぐ
ら
い
の
若
手
記
者
だ
っ
た
と
は
い

え
、
何
人
も
の
経
営
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
業
績
の
見
通
し

や
設
備
投
資
の
方
針
、
組
織
改
革
な
ど
を

聞
き
出
す
た
め
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
質

問
す
る
の
が
企
業
担
当
の
役
目
だ
。

社
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
の
三
村
さ
ん

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
全
く
違
っ
た
。
と
に

か
く
日
本
の
こ
と
を
憂
い
、
政
策
の
こ
と

を
語
ら
れ
る
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
新

日
鉄
の
経
営
に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
い

う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
用
意
し
た
質
問

が
用
を
な
さ
な
い
私
は
冷
や
汗
を
か
く
ば

か
り
。
勉
強
不
足
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
応

接
室
を
出
た
。

私
は
取
材
先
と
長
く
お
付
き
合
い
す
る

の
は
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。
記

者
は
２
年
ほ
ど
た
て
ば
担
当
が
代
わ
り
、

後
任
が
く
る
。
前
任
者
が
出
て
く
る
こ
と

を
後
任
は
快
く
思
わ
な
い
。
企
業
経
営
者

は
何
年
か
た
つ
と
引
退
さ
れ
、
連
絡
が
と

り
に
く
く
な
る
。

三
村
さ
ん
と
は
な
ぜ
か
縁
が
続
い
た
。

私
が
内
閣
府
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
い
た
と

き
、
三
村
さ
ん
は
政
府
の
経
済
財
政
諮
問

会
議
の
民
間
議
員
を
務
め
ら
れ
た
。
国
の

政
策
を
冷
静
な
目
で
見
る
三
村
さ
ん
は
適

任
と
感
じ
た
が
、
後
に
民
主
党
政
権
に
移

る
直
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
政
府
会
議
で

は
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

私
が
24
年
に
経
済
部
長
に
な
っ
て
か

ら
は
、
日
本
の
政
策
運
営
に
つ
い
て
何

度
か
貴
重
な
意
見
交
換
が
で
き
た
。

■
私
の
こ
と
記
事
に
し
て
く
れ
た

最
近
は
人
口
減
少
に
つ
い
て
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
人
口
が
減

れ
ば
日
本
は
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
。
危

機
感
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る
が
、
三
村

さ
ん
ほ
ど
将
来
へ
の
責
任
を
強
く
感
じ

て
い
る
人
は
私
の
身
の
ま
わ
り
に
は
見

当
た
ら
な
い
。
今
の
若
者
よ
り
も
、
将

来
を
憂
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

若
手
だ
っ
た
私
も
も
う
50
歳
。
ベ
テ

ラ
ン
ど
こ
ろ
か
シ
ニ
ア
と
も
言
え
る
年

齢
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
三
村
さ
ん
も

年
齢
を
重
ね
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
う
ら

や
ま
し
い
ほ
ど
若
々
し
い
。

そ
し
て
三
村
さ
ん
は
匿
名
の
形
だ

が
、
日
経
の
紙
面
で
私
の
こ
と
を
書
い

て
く
れ
た
。
新
聞
記
者
が
不
祥
事
以
外

で
自
社
の
記
事
に
な
る
こ
と
は
あ
ま
り

な
い
。
記
事
に
な
る
喜
び
を
教
え
て
く

れ
た
三
村
さ
ん
に
感
謝
を
伝
え
た
い
。

（
か
と
う
・
し
ゅ
う
へ
い
　
１
９
９
８
年

入
社
　
素
材
産
業
や
霞
が
関
の
省
庁
の
取

材
を
長
く
担
当
　
経
済
部
長
な
ど
を
務
め

２
０
２
６
年
か
ら
名
古
屋
支
社
編
集
グ
ル

ー
プ
長
）

20
代
の
こ
ろ
、
記
者
と
し
て
初
め
て

取
材
し
て
か
ら
四
半
世
紀
が
た
っ
た
。

こ
の
間
、
三
村
明
夫
さ
ん
に
会
う
と
い

つ
も
感
じ
る
。

「
私
よ
り
若
い
」

私
が
素
材
産
業
の
担
当
記
者
と
な
っ

た
２
０
０
１
年
９
月
は
激
動
の
時
代
だ

っ
た
。
鉄
鋼
業
も
例
外
で
は
な
い
。
振

り
返
っ
て
み
る
と「
失
わ
れ
た
20
年
」

が
始
ま
っ
て
い
た
。
鋼
材
価
格
は
低
迷

し
、
最
大
手
の
新
日
本
製
鉄
で
す
ら
先

の
見
え
な
い
状
況
だ
っ
た
。

当
時
、
私
が
担
当
し
て
い
た
の
は
鉄

鋼
業
で
は
な
く
、
非
鉄
金
属
産
業
だ
っ

た
。キ
ャ
ッ
プ
と
サ
ブ
キ
ャ
ッ
プ
の
下
で

働
く
私
は
鉄
鋼
各
社
の
記
者
レ
ク
に
は

出
席
し
て
い
た
も
の
の
、
常
日
ご
ろ
か

ら
取
材
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
ん
な
私
が
三
村
さ
ん
に
最
初
に
会

っ
た
の
は
、
新
日
鉄
が
年
末
に
開
く
役

員
と
記
者
の
懇
親
会
の
場
だ
っ
た
と
思

う
。
先
輩
記
者
が「
あ
の
人
が
新
日
鉄

の
エ
ー
ス
だ
よ
」と
教
え
て
く
れ
た
三

リ レーエッセー

三村明夫さん（202６年４月）

三
村
明
夫
さ
ん 

日
本
製
鉄
名
誉
会
長
、
元
日
本
商
工
会
議
所
会
頭

日
本
を
憂
え
た
経
営
者加

藤

　修
平（
日
本
経
済
新
聞
社
）
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ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
な
か

で
最
も
信
頼
が
で
き
る「
大
御
所
」だ
っ

た
。
セ
イ
ン
ウ
ィ
ン
さ
ん
は
さ
っ
そ
く
、

旧
知
の
軍
事
政
権
の
情
報
筋
に
確
認
を
取

る
た
め
に
動
き
、「
解
放
は
間
違
い
な
い
」

と
連
絡
し
て
き
た
。
こ
れ
を
受
け
て「
ス

ー
チ
ー
さ
ん
解
放
」の
記
事
を
本
社
に
送

っ
た
。

完
全
な
ス
ク
ー
プ
と
な
っ
た
。
ロ
イ
タ

ー
通
信
も
共
同
電
を
転
電
し
、
世
界
に
伝

え
た
。
報
道
通
り
、
軍
事
政
権
側
は
ス
ー

チ
ー
さ
ん
の
自
宅
軟
禁
を
解
除
し
た
。
自

宅
前
に
あ
っ
た
バ
リ
ケ
ー
ド
は
取
り
除
か

れ
、
市
民
ら
が
続
々
と
集
ま
っ
て
き
た
。

後
に
再
び
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
入
り
、
ス
ー

チ
ー
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
そ
の
際
に
ス
ー
チ
ー
さ
ん
か
ら

「
私
の
自
宅
軟
禁
解
除
を
ス
ク
ー
プ
し
た

そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
情
報
を

事
の
口
が
堅
く
、
ネ
タ
を
と
る
こ
と
は
困

難
だ
っ
た
。
特
に
政
治
家
が
絡
む
事
件
で

は
、
検
察
側
の
ガ
ー
ド
は
堅
か
っ
た
。

ロ
事
件
で
も
特
に
口
の
堅
い
東
京
地
検

特
捜
部
の
検
事
が
い
た
。
連
日
の
夜
回
り

で
も
捜
査
に
つ
い
て
一
切
話
し
て
く
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら「
口
な
し
の
コ
ー
ち
ゃ

ん
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。

検
事
は
記
者
に
対
し
て
直
接
的
に
は
答

え
ず
、「
禅
問
答
」で
受
け
答
え
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
禅
問
答
を
ど
う
読

み
取
る
か
が
検
察
担
当
の
記
者
側
に
は
問

わ
れ
た
。

当
時
、
メ
デ
ィ
ア
に
主
に
対
応
し
て
い

た
の
は
東
京
地
検
の
次
席
検
事
で
、
１
日

１
回
、
午
前
中
に
記
者
会
見
に
応
じ
て
い

た
。
だ
が
捜
査
の
行
方
に
つ
い
て
は
な
か

な
か
話
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

あ
る
日
の
定
例
会
見
で
、
次
席
検
事
が

「
ダ
グ
ラ
ス
、
グ
ラ
マ
ン
は
嫌
い
だ
」と

話
し
た
。
私
は
こ
の
話
を
聞
き
流
し
て
し

ま
っ
た
。
翌
日
、
数
社
の
一
面
ト
ッ
プ
に

「
東
京
地
検
、
ダ
グ
ラ
ス
、
グ
ラ
マ
ン
を

本
格
捜
査
」の
記
事
が
載
っ
た
。
次
席
検

事
の「
嫌
い
だ
」と
い
う
発
言
は
、
捜
査

開
始
を
示
唆
し
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

取
材
の
焦
点
は
、
松
野
氏
を
い
つ
事
情

聴
取
か
に
移
っ
た
。
検
察
は
松
野
氏
の
事

情
聴
取
の
た
め
、
都
内
の
ホ
テ
ル
を
呼
び

寄
せ
て
い
る
と
の
情
報
を
得
た
。
各
社
と

も
松
野
氏
を
追
っ
た
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
内

で
見
失
っ
た
。
果
た
し
て
検
察
は
松
野
氏

を
事
情
聴
取
し
た
の
か
。
ど
の
検
察
当
局

に
取
材
し
て
も
、「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
か
ど

う
か
も
言
え
ま
せ
ん
」と
素
っ
気
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
捜
査
に
直
接
か
か
わ
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
捜
査
の
動
き
を
把
握
し
て

い
る
と
見
ら
れ
た
東
京
高
検
の
次
席
検
事

の
部
屋
を
訪
れ
た
。
事
情
聴
取
し
た
か
ど

う
か
直
接
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い

「
禅
問
答
」で
聞
い
て
み
た
。

◆「
ボ
ー
ル
は
当
た
っ
た
」追
え
ず

「
松
の
木
に
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
は
当
た
り

ま
し
た
か
」と
聞
い
た
の
だ
。
事
情
聴
取

の
相
手
が
松
野
氏
だ
っ
た
の
で
、「
松
野
」

の
名
前
を
想
起
さ
せ
る「
松
の
木
」と
し
、

事
情
聴
取
を「
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
か
ど

う
か
」と
し
て
、
聞
い
て
み
た
の
だ
。
相

手
の
次
席
検
事
は「
そ
う
、
ボ
ー
ル
は
当

た
り
ま
し
た
ね
」と
応
じ
て
く
れ
た
。
禅

問
答
な
が
ら
、
こ
れ
で
事
情
聴
取
は
間
違

い
な
い
と
確
信
し
た
。
司
法
記
者
ク
ラ
ブ

の
キ
ャ
ッ
プ
に
こ
の
こ
と
を
話
し
、
原
稿

に
し
た
い
と
申
し
出
た
が
、
キ
ャ
ッ
プ
は

「
こ
れ
だ
け
で
は
記
事
に
で
き
な
い
。
も

う
一
押
し
、
確
認
し
て
く
れ
」と
答
え
た
。

結
局
、
そ
の
後
、
検
事
か
ら
そ
れ
以
上

の
話
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
社
に
抜

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
う
一
押
し
の

取
材
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ

た
。

得
た
の
で
す
か
」と
聞
か
れ
た
。
し
か
し
、

取
材
源
の
秘
匿
の
た
め
言
え
な
い
と
答
え

た
。
そ
の
際
、
ス
ー
チ
ー
さ
ん
に
ユ
リ
の

花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
そ
の
日
、
自
宅

前
で
市
民
に
向
け
行
っ
た
演
説
の
際
に
は

そ
の
ユ
リ
を
髪
に
さ
し
て
い
た
。

◆
捜
査
告
げ
る
次
席
の「
嫌
い
だ
」

ス
ク
ー
プ
を
逃
し
た
苦
い
思
い
が
、
東

京
社
会
部
で
裁
判
所
・
検
察
を
担
当
し
て

い
た
１
９
７
０
年
代
末
に
起
き
た
ダ
グ
ラ

ス
・
グ
ラ
マ
ン
事
件
だ
。
日
本
と
米
国
の

軍
用
機
売
買
を
め
ぐ
る
疑
獄
事
件
で
、
大

物
政
治
家
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

田
中
角
栄
元
首
相
が
逮
捕
さ
れ
た
ロ
ッ
キ

ー
ド
事
件
に
次
ぐ
事
件
と
な
っ
た
。

79
年
、
米
証
券
取
引
委
員
会（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）

が
、
グ
ラ
マ
ン
社
が
自
社
の
早
期
警
戒
機

の
売
り
込
み
の
た
め
、
商
社
を
通
じ
て
日

自
宅
で
共
同
通
信
社
と
の
会
見
に
応
じ
る
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
さ

ん（
１
９
９
５
年
７
月
14
日
／
ヤ
ン
ゴ
ン
・
ミ
ャ
ンマ
ー
／
共
同
通
信
社
提
供
）

本
の
大
物
政
治
家
ら
に
不
正
資
金

を
渡
し
て
い
た
こ
と
を
告
発
し

た
。
５
億
円
を
収
賄
し
た
大
物
政

治
家
と
し
て
名
前
が
浮
上
し
た
の

が
、
松
野
頼
三
元
防
衛
庁
長
官

（
当
時
）だ
っ
た
。

当
時
、
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
、
検
察
を
主
に
取
材
し
て
い

た
が
、
当
初
、
検
察
側
は
捜
査
す

る
か
ど
う
か
な
か
な
か
明
ら
か
に

し
な
か
っ
た
。

検
察
は
、
警
察
と
異
な
り
、
検
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依
然
と
し
て
軍
事
政
権
に
よ
る
苛
烈
な

弾
圧
が
続
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
情
勢
。
２
０
２

１
年
に
国
軍
が
ク
ー
デ
タ
ー
で
実
権
を
握

っ
て
民
主
的
な
政
権
を
倒
し
て
以
来
、
抵

抗
す
る
市
民
ら
多
数
が
殺
害
さ
れ
た
。
ミ

ャ
ン
マ
ー
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
民
主
化

運
動
指
導
者
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
さ
ん
の
動
向

だ
。
今
も
投
獄
後
、
軟
禁
状
態
に
置
か
れ

て
い
る
と
み
ら
れ
、
健
康
状
態
や
安
否
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
取
材

の
焦
点
は
ス
ー
チ
ー
さ
ん
の
動
向
だ
。

ス
ー
チ
ー
さ
ん
が
最
初
に
自
宅
軟
禁
さ

れ
た
の
は
１
９
８
９
年
だ
っ
た
。国
軍
は
、

88
年
に
民
主
化
運
動
を
弾
圧
し
、
抵
抗
す

る
市
民
ら
を
容
赦
な
く
殺
害
し
て
実
権
を

握
っ
た
。
国
軍
の
弾
圧
に
抵
抗
し
民
主
化

運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
ス
ー
チ
ー
さ
ん
は

自
宅
軟
禁
下
に
置
か
れ
た
。

ス
ー
チ
ー
さ
ん
は
カ
リ
ス
マ
的
存
在

で
、
国
民
か
ら
の
人
気
が
高
か
っ
た
。
そ

運
転
手
情
報 

世
界
へ
ス
ク
ー
プ

検
事
の
禅
問
答 

悟
れ
ず
抜
か
れ

う
し
た
ス
ー
チ
ー
さ
ん
を
恐
れ
た
国
軍
は

ス
ー
チ
ー
さ
ん
を
自
宅
軟
禁
下
に
置
き
、

国
民
と
の
接
触
を
阻
ん
だ
の
だ
。

ス
ー
チ
ー
さ
ん
は
、
日
本
や
英
国
に
留

学
し
、
国
連
に
勤
務
を
し
て
い
た
。
英
国

人
と
結
婚
し
、
英
国
に
住
ん
で
い
た
。

ス
ー
チ
ー
さ
ん
が
久
し
ぶ
り
に
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
帰
国
し
た
の
は
、
母
が
危
篤
と
の

知
ら
せ
を
受
け
た
か
ら
だ
っ
た
。

そ
の
時
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
長
期
、
支
配

し
て
い
た
独
裁
者
の
ネ
ウ
ィ
ン
が
辞
任
し

た
の
を
契
機
に
民
主
化
運
動
が
起
き
た
。

だ
が
、
国
軍
が
民
主
化
運
動
を
弾
圧
し
、

多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。
こ
う
し
た
状
況

に
め
ぐ
り
合
わ
せ
た
ス
ー
チ
ー
さ
ん
は
民

主
化
運
動
を
主
導
し
国
軍
に
立
ち
向
か
っ

た
。
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
ス
ー
チ
ー
さ

ん
率
い
る
国
民
民
主
連
盟（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）が

圧
勝
し
た
が
、国
軍
は
こ
れ
を
無
視
し
た
。

自
宅
軟
禁
下
に
あ
っ
た
ス
ー
チ
ー
さ
ん

は
91
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
、

ス
ー
チ
ー
さ
ん
の
動
向
に
世
界
か
ら
一
層

関
心
が
高
ま
っ
た
。

◆
軍
事
政
権
ト
ッ
プ 

解
放
示
唆

こ
の
当
時
、バ
ン
コ
ク
特
派
員
と
し
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
も
カ
バ
ー
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ

ー
へ
の
入
国
は
困
難
だ
っ
た
が
、
95
年
６

月
末
に
よ
う
や
く
入
国
ビ
ザ
を
得
て
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
入
っ
た
。
当
時
首
都
だ
っ
た
ヤ

ン
ゴ
ン
に
到
着
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
取
材

で
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
に
乗

り
込
む
と
、
な
じ
み
に
な
っ
た
運
転
手
が

「
ス
ー
チ
ー
さ
ん
が
近
く
解
放
さ
れ
る
と

い
う
情
報
が
あ
り
ま
す
よ
」と
教
え
て
く

れ
た
。

こ
の
運
転
手
は
元
教
師
で
、
英
語
も
堪

能
だ
っ
た
。
運
転
手
の
情
報
元
は
政
府
機

関
で
働
く
運
転
手
仲
間
だ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
７
月
１
日
は
自
衛
隊
創
設
記

念
日
で
、
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
日
本
大
使
館
で

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
軍
事
政
権
の
要
人
ら

を
招
い
て
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
パ
ー
テ
ィ

ー
に
参
加
す
る
と
、
軍
事
政
権
ト
ッ
プ
の

キ
ン
ニ
ュ
ン
第
１
書
記
が
招
か
れ
て
い

た
。
ス
ー
チ
ー
さ
ん
の
自
宅
軟
禁
を
主
導

し
た
張
本
人
で
も
あ
る
。
さ
っ
そ
く
、
キ

ン
ニ
ュ
ン
氏
に
近
よ
っ
た
。
ス
ー
チ
ー
さ

ん
の
解
放
に
つ
い
て
直
接
聞
い
て
も
ま
と

も
に
答
え
て
く
れ
な
い
と
思
い
、「
明
日
、

バ
ン
コ
ク
に
戻
る
予
定
だ
が
、
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
」と
間
接
的
に
聞
い
て
み
る

と
、
キ
ン
ニ
ュ
ン
氏
は「
戻
ら
な
い
ほ
う

が
い
い
で
し
ょ
う
」と
答
え
た
。
ス
ー
チ

ー
さ
ん
の
解
放
を
示
唆
し
た
も
の
だ
と
直

感
し
た
。

◆
ス
ー
チ
ー
さ
ん「
情
報
源
は
？
」

こ
の
情
報
を
確
認
す
る
た
め
、
当
時
共

同
通
信
の
ヤ
ン
ゴ
ン
通
信
員
を
務
め
て
い

た
セ
イ
ン
ウ
ィ
ン
さ
ん
に
伝
え
た
。
セ
イ

ン
ウ
ィ
ン
さ
ん
は
、
言
論
弾
圧
が
厳
し
い

安
や す

尾
お

　芳
よ し

典
す け
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書 いた話　書かなかった話

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
な
か

で
最
も
信
頼
が
で
き
る「
大
御
所
」だ
っ

た
。
セ
イ
ン
ウ
ィ
ン
さ
ん
は
さ
っ
そ
く
、

旧
知
の
軍
事
政
権
の
情
報
筋
に
確
認
を
取

る
た
め
に
動
き
、「
解
放
は
間
違
い
な
い
」

と
連
絡
し
て
き
た
。
こ
れ
を
受
け
て「
ス

ー
チ
ー
さ
ん
解
放
」の
記
事
を
本
社
に
送

っ
た
。

完
全
な
ス
ク
ー
プ
と
な
っ
た
。
ロ
イ
タ

ー
通
信
も
共
同
電
を
転
電
し
、
世
界
に
伝

え
た
。
報
道
通
り
、
軍
事
政
権
側
は
ス
ー

チ
ー
さ
ん
の
自
宅
軟
禁
を
解
除
し
た
。
自

宅
前
に
あ
っ
た
バ
リ
ケ
ー
ド
は
取
り
除
か

れ
、
市
民
ら
が
続
々
と
集
ま
っ
て
き
た
。

後
に
再
び
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
入
り
、
ス
ー

チ
ー
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
そ
の
際
に
ス
ー
チ
ー
さ
ん
か
ら

「
私
の
自
宅
軟
禁
解
除
を
ス
ク
ー
プ
し
た

そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
情
報
を

事
の
口
が
堅
く
、
ネ
タ
を
と
る
こ
と
は
困

難
だ
っ
た
。
特
に
政
治
家
が
絡
む
事
件
で

は
、
検
察
側
の
ガ
ー
ド
は
堅
か
っ
た
。

ロ
事
件
で
も
特
に
口
の
堅
い
東
京
地
検

特
捜
部
の
検
事
が
い
た
。
連
日
の
夜
回
り

で
も
捜
査
に
つ
い
て
一
切
話
し
て
く
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら「
口
な
し
の
コ
ー
ち
ゃ

ん
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。

検
事
は
記
者
に
対
し
て
直
接
的
に
は
答

え
ず
、「
禅
問
答
」で
受
け
答
え
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
禅
問
答
を
ど
う
読

み
取
る
か
が
検
察
担
当
の
記
者
側
に
は
問

わ
れ
た
。

当
時
、
メ
デ
ィ
ア
に
主
に
対
応
し
て
い

た
の
は
東
京
地
検
の
次
席
検
事
で
、
１
日

１
回
、
午
前
中
に
記
者
会
見
に
応
じ
て
い

た
。
だ
が
捜
査
の
行
方
に
つ
い
て
は
な
か

な
か
話
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

あ
る
日
の
定
例
会
見
で
、
次
席
検
事
が

「
ダ
グ
ラ
ス
、
グ
ラ
マ
ン
は
嫌
い
だ
」と

話
し
た
。
私
は
こ
の
話
を
聞
き
流
し
て
し

ま
っ
た
。
翌
日
、
数
社
の
一
面
ト
ッ
プ
に

「
東
京
地
検
、
ダ
グ
ラ
ス
、
グ
ラ
マ
ン
を

本
格
捜
査
」の
記
事
が
載
っ
た
。
次
席
検

事
の「
嫌
い
だ
」と
い
う
発
言
は
、
捜
査

開
始
を
示
唆
し
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

取
材
の
焦
点
は
、
松
野
氏
を
い
つ
事
情

聴
取
か
に
移
っ
た
。
検
察
は
松
野
氏
の
事

情
聴
取
の
た
め
、
都
内
の
ホ
テ
ル
を
呼
び

寄
せ
て
い
る
と
の
情
報
を
得
た
。
各
社
と

も
松
野
氏
を
追
っ
た
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
内

で
見
失
っ
た
。
果
た
し
て
検
察
は
松
野
氏

を
事
情
聴
取
し
た
の
か
。
ど
の
検
察
当
局

に
取
材
し
て
も
、「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
か
ど

う
か
も
言
え
ま
せ
ん
」と
素
っ
気
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
捜
査
に
直
接
か
か
わ
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
捜
査
の
動
き
を
把
握
し
て

い
る
と
見
ら
れ
た
東
京
高
検
の
次
席
検
事

の
部
屋
を
訪
れ
た
。
事
情
聴
取
し
た
か
ど

う
か
直
接
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い

「
禅
問
答
」で
聞
い
て
み
た
。

◆「
ボ
ー
ル
は
当
た
っ
た
」追
え
ず

「
松
の
木
に
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
は
当
た
り

ま
し
た
か
」と
聞
い
た
の
だ
。
事
情
聴
取

の
相
手
が
松
野
氏
だ
っ
た
の
で
、「
松
野
」

の
名
前
を
想
起
さ
せ
る「
松
の
木
」と
し
、

事
情
聴
取
を「
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
か
ど

う
か
」と
し
て
、
聞
い
て
み
た
の
だ
。
相

手
の
次
席
検
事
は「
そ
う
、
ボ
ー
ル
は
当

た
り
ま
し
た
ね
」と
応
じ
て
く
れ
た
。
禅

問
答
な
が
ら
、
こ
れ
で
事
情
聴
取
は
間
違

い
な
い
と
確
信
し
た
。
司
法
記
者
ク
ラ
ブ

の
キ
ャ
ッ
プ
に
こ
の
こ
と
を
話
し
、
原
稿

に
し
た
い
と
申
し
出
た
が
、
キ
ャ
ッ
プ
は

「
こ
れ
だ
け
で
は
記
事
に
で
き
な
い
。
も

う
一
押
し
、
確
認
し
て
く
れ
」と
答
え
た
。

結
局
、
そ
の
後
、
検
事
か
ら
そ
れ
以
上

の
話
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
社
に
抜

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
う
一
押
し
の

取
材
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ

た
。

得
た
の
で
す
か
」と
聞
か
れ
た
。
し
か
し
、

取
材
源
の
秘
匿
の
た
め
言
え
な
い
と
答
え

た
。
そ
の
際
、
ス
ー
チ
ー
さ
ん
に
ユ
リ
の

花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
そ
の
日
、
自
宅

前
で
市
民
に
向
け
行
っ
た
演
説
の
際
に
は

そ
の
ユ
リ
を
髪
に
さ
し
て
い
た
。

◆
捜
査
告
げ
る
次
席
の「
嫌
い
だ
」

ス
ク
ー
プ
を
逃
し
た
苦
い
思
い
が
、
東

京
社
会
部
で
裁
判
所
・
検
察
を
担
当
し
て

い
た
１
９
７
０
年
代
末
に
起
き
た
ダ
グ
ラ

ス
・
グ
ラ
マ
ン
事
件
だ
。
日
本
と
米
国
の

軍
用
機
売
買
を
め
ぐ
る
疑
獄
事
件
で
、
大

物
政
治
家
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

田
中
角
栄
元
首
相
が
逮
捕
さ
れ
た
ロ
ッ
キ

ー
ド
事
件
に
次
ぐ
事
件
と
な
っ
た
。

79
年
、
米
証
券
取
引
委
員
会（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）

が
、
グ
ラ
マ
ン
社
が
自
社
の
早
期
警
戒
機

の
売
り
込
み
の
た
め
、
商
社
を
通
じ
て
日

自
宅
で
共
同
通
信
社
と
の
会
見
に
応
じ
る
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
さ

ん（
１
９
９
５
年
７
月
14
日
／
ヤ
ン
ゴ
ン
・
ミ
ャ
ンマ
ー
／
共
同
通
信
社
提
供
）

本
の
大
物
政
治
家
ら
に
不
正
資
金

を
渡
し
て
い
た
こ
と
を
告
発
し

た
。
５
億
円
を
収
賄
し
た
大
物
政

治
家
と
し
て
名
前
が
浮
上
し
た
の

が
、
松
野
頼
三
元
防
衛
庁
長
官

（
当
時
）だ
っ
た
。

当
時
、
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
、
検
察
を
主
に
取
材
し
て
い

た
が
、
当
初
、
検
察
側
は
捜
査
す

る
か
ど
う
か
な
か
な
か
明
ら
か
に

し
な
か
っ
た
。

検
察
は
、
警
察
と
異
な
り
、
検
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橋
、
成
田
、
菊
池
、
遠
山
、
飯
山
、
辻
の

各
委
員
、
森
前
委
員
。

●
第
５
７
４
回
企
画
委
員
会

�

（
７
・
14
　
９
階
会
見
場
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
）

退
任
す
る
立
石
修
委
員（
フ
ジ
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
）、
新
任
の
五
十
嵐
文
・
読
売
新

聞
社
論
説
副
委
員
長
、
鈴
木
博
之
・
共
同

通
信
社
特
別
論
説
委
員
が
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
に
つ
い
て
議
論

し
た
。

出
席
　
藤
井
委
員
長
、
伊
藤
、
青
池
、
行

方
、
佐
藤
、
澤
田
、
永
山
、
橋
本
、
猪
熊
、

五
十
嵐
、
奥
村
、
辻
本
、
乾
、
森
田
、
鈴

木（
博
）、
半
沢
、
小
林
、
中
村
、
早
川
、

田
中
、
宮
内
、
今
井
、
出
川
、
山
下
、
岩

田
、
萩
原
、
立
石
、
鈴
木（
亨
）、
尾
崎
、

滝
の
各
委
員
。

●
第
５
８
７
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
７
・
17
　
小
会
議
室
）

新
任
の
小
川
聡
・
読
売
新
聞
社
編
集
局

次
長
、
水
野
雅
央
・
共
同
通
信
社
編
集
局

次
長
、
辻
真
・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
局

長
補
佐
、
下
川
美
奈
・
日
本
テ
レ
ビ
放
送

網
報
道
局
次
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
８

月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会
に
答

申
し
た
。

出
席
　
福
島
委
員
長
、
清
水
、
小
川
、
水

野
、
辻
、
下
川
、
松
尾
の
各
委
員
。

●
第
１
４
５
回
総
務
委
員
会

�

（
７
・
24
　
10
階
Ｂ
ホ
ー
ル
）

ク
ラ
ブ
賞
の
応
募
の
活
性
化
に
つ
い
て

協
議
し
た
。
個
人
会
員
か
ら
の
推
薦
に
つ

い
て
、
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
新
た
な
方

式
を
一
部
導
入
し
、
来
年
度
か
ら
実
施
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

出
席
　
坂
尻
委
員
長
、
福
島
、
藤
井
、
荒

井
、
内
藤
、
川
野
の
各
委
員
、
老
川
理
事

長
、
有
田
副
理
事
長
、
江
木
専
務
理
事
。

●
第
２
５
２
回
施
設
運
営
委
員
会（
書
面
）

２
０
２
５
年
度
と
2６
年
度
４
月
～
５
月

の
事
業
収
益
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
お
盆

期
間
の
時
短
営
業
を
決
め
た
。

企
画
委
員
長
に
藤
井
彰
夫
氏（
日
経
）

施
設
運
営
委
員
長
に
川
野
友
裕
氏（
フ
ジ
）

第
７
４
５
回
理
事
会（
書
面
）に
お
い

て
、
左
記
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

①
日
本
経
済
新
聞
社
の
菅
野
幹
雄
氏
か
ら

藤
井
彰
夫
氏（
同
社
論
説
主
幹
）へ
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
塚
越
裕
爾
氏
か
ら
川

野
友
裕
氏（
同
社
執
行
役
員
報
道
局
長
）

へ
の
理
事
交
代
が
６
月
の
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
菅
野
氏
が
務
め

て
い
た
企
画
委
員
長
を
藤
井
理
事
に
、
塚

越
氏
が
務
め
て
い
た
施
設
運
営
委
員
長
を

川
野
理
事
に
委
嘱
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
。

②
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
荒
井
麻
理
子
氏
か
ら 

木
戸
誠
人
氏（
同
社
報
道
局
長
）へ
の
理

事
交
代
を
承
認
し
た
。

③
会
員
資
格
委
員
会
が
審
議
し
た
８
月
１

日
付
入
退
会
を
承
認
し
た
。

記 者ゼミ

Ｉ
Ｔ
編
③

デ
ー
タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
生
成
Ａ

Ｉ
利
用
術

７
・
11
／
講
師
：
有
年
由
貴
子 

日
本
経
済
新

聞
社 

デ
ー
タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
出
席
：
会

場
10
人
、
ウ
ェ
ブ
31
人

■
記
者
の
相
棒
に
も
リ
ス
ク
に
も

有
年
さ
ん
は
情
報
収
集
や
処
理
・
分
析
、

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
支
援
な
ど
の
業
務
で
生
成

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
を
効
果
的

に
使
う
に
は
、
Ａ
Ｉ
に
指
示
す
る「
プ
ロ

ン
プ
ト
」が
重
要
で
あ
り「
な
る
べ
く
細

か
く
指
示
を
出
す
」こ
と
と
し
、
良
い
プ

ロ
ン
プ
ト
は「
目
的
、
背
景
、
デ
ー
タ
、

制
約
、
欲
し
い
出
力
」の
要
素
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
だ
と
話
し
た
。

一
方
、
Ａ
Ｉ
に
任
せ
な
い
業
務
と
し
て

執
筆
や
デ
ー
タ
結
果
の
検
証
、
妥
当
性
の

確
認
、
ニ
ュ
ー
ス
の
価
値
判
断
な
ど
を
挙

げ
た
。
有
年
さ
ん
は「
Ａ
Ｉ
の
出
力
は
あ

く
ま
で
た
た
き
台
で
あ
り
、
原
典
確
認
や

手
法
の
妥
当
性
を
専
門
家
に
相
談
、
複
数

の
手
法
で
検
算
し
て
再
現
性
を
確
認
し
た

上
で
初
め
て
記
事
化
す
る
」と
説
明
。「
検

証
を
怠
る
と
誤
報
の
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ

せ
に
な
る
」と
強
調
し
た
。
そ
の
上
で「
生

成
Ａ
Ｉ
は
記
者
の
相
棒
に
も
リ
ス
ク
に
も

な
り
得
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
が
使
う
技
術
を
学

び
続
け
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
な
い

こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
」と
語
っ
た
。

土
曜
記
者
ゼ
ミ

調
査
報
道
③

京
大「
Ｊ
Ｉ
Ｐ
論
文
」疑
惑
を
追
う

７
・
25
／
講
師
：
須
田
桃
子 

科
学
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
／
出
席
：
会
場
４
人
、
ウ
ェ
ブ
14
人

■
研
究
不
正
を
追
及

２
０
２
１
年
に
京
都
大
学
生
命
科
学
研

究
科
の
小
田
裕
香
子
教
授（
当
時
は
助

教
）が
発
表
し
た
、「
Ｊ
Ｉ
Ｐ（
ジ
ッ
プ
）」

と
名
付
け
ら
れ
た
ペ
プ
チ
ド（
ア
ミ
ノ
酸

の
鎖
）に
関
す
る
研
究
論
文
に
一
部
で
改

ざ
ん
が
あ
っ
た
。
須
田
さ
ん
の
取
材
の
端

緒
は「
京
大
が
深
刻
な
研
究
不
正
を
隠
蔽

し
よ
う
と
し
て
い
る
」と
い
う
情
報
提
供

と
そ
れ
を
裏
付
け
る
内
部
資
料
だ
っ
た
。

話
を
聞
い
た
須
田
さ
ん
は
報
道
の
公
益

性
が
高
い
と
判
断
。
訴
訟
リ
ス
ク
も
含
め

て
取
材
を
支
援
す
る
対
応
を
示
し
た
ス
ロ

ー
ニ
ュ
ー
ス
で
の
記
事
化
に
向
け
て
本
格

的
に
取
材
を
始
め
た
。

告
発
を
受
け
て
京
大
が
設
置
し
た
調
査

委
員
会
は
、
マ
ウ
ス
実
験
で
実
際
と
異
な

る
実
験
条
件
が
論
文
に
記
載
さ
れ
た
一
件

を
改
ざ
ん
と
認
定
。
一
方
で
須
田
さ
ん
に

よ
る
と
、
論
文
の
肝
と
な
る
別
の
マ
ウ
ス

実
験
で
は
不
正
と
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

連
載
１
回
目
に
は
、
告
発
し
て
３
カ
月

後
に
雇
い
止
め
に
あ
っ
た
研
究
員
を
取
り

上
げ
、
２
回
目
以
降
で「
研
究
不
正
の
矮

小
化
」疑
惑
の
問
題
な
ど
を
追
及
す
る
と

い
う
構
成
上
の
工
夫
も
し
た
。

 

（
い
ず
れ
も
事
務
局
）
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『
デ
ー
タ
で
み
る
ス
ポ
ー
ツ
と
ジ
ェ
ン
ダ

ー
２
０
２
６
』稲

澤
　
裕
子（
読
売
新
聞
社
出
身
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
会
編

ス
ポ
ー
ツ
報
道
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
　

　
ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」「
み
る
」「
さ
さ
え

る
」「
知
る
・
学
ぶ
」の
観
点
か
ら
、
日
本

ス
ポ
ー
ツ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
会
員
が
分
担

し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
で
デ
ー
タ
を
収
集

し
た
。
筆
者
は
第
３
章「
さ
さ
え
る
」の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
役
員
を
担
当
。
女
性
理
事

比
率
は
高
ま
っ
た
が
、
ト
ッ
プ
層
は
男
性

中
心
の
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
第
２
章「
み
る
」で
は
、
メ
デ
ィ
ア
が

テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
女
性
ア

ス
リ
ー
ト
は
男
性
と
比
べ
て「
美
し
さ
」

「
感
情
・
表
情
」で
描
か
れ
る
比
率
が
高

く
、
女
性
ス
ポ
ー
ツ
中
継
の
少
な
い
こ
と

な
ど
が
一
目
瞭
然
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
記
者
の

女
性
比
率
は
２
０
０
５
年
９
％
と
い
う
状

況
し
か
把
握
で

き
な
か
っ
た
。

こ
の
場
を
お
借

り
し
て
デ
ー
タ

整
備
を
お
願
い

し
た
い
。

�『
音
楽
の
見
え
る
瞬と

間き

　
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ン
ド

コ
ー
ラ
ス 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
の
き
せ
き
』

鈴
木
　
款（
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
解
説
委
員
）

い
く
つ
も
の
壁
を
乗
り
こ
え
て
　

　
歌
声
だ
け
で
な
く
、
手
話
を
も
と
に
し

た「
手し

ゅ

歌か

」を
も
ち
い
て
歌
う
合
唱
団「
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ン
ド
コ
ー
ラ
ス
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
」は
、
さ
ま
ざ
ま
な〝
違
い
〟を
も
つ
子

ど
も
た
ち
が
創
造
性
を
思
い
切
り
発
揮

し
、
力
を
合
わ
せ
て
音
楽
に
取
り
組
む
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
合
唱
団
で
す
。
こ
の
本

は
、
南
米
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
生
ま
れ
た「
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ン
ド
コ
ー
ラ
ス
」が
日
本
で
花

開
き
、
個
性
ゆ
た
か
な
子
ど
も
た
ち
が
い

く
つ
も
の〝
壁
〟を
乗
り
こ
え
て
、
つ
い

に
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
で
の
ベ
ー
ト
ー
べ

ン「
第
九
」
の

公
演
を
成
功
さ

せ
る
ま
で
を
追

っ
た
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
す
。

�『
ジ
ョ
ー
ク
で
読
み
解
く「
ロ
シ
ア
近
現

代
史
」』

名
越
　
健
郎（
時
事
通
信
社
出
身
）

時
代
を
象
徴
す
る
傑
作
を
選
出
　

　
ロ
シ
ア
革
命
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
ま

で
百
余
年
の
通
史
を
、
ス
ラ
ブ
文
化
の
至

宝
で
あ
る
ア
ネ
ク
ド
ー
ト（
小
話
）で
た

ど
っ
て
み
た
。
内
閣
府
の
調
査
で
は
、
日

本
人
の
93
％
が
侵
略
戦
争
を
行
う
ロ
シ
ア

を
嫌
い
と
答
え
た
が
、
現
実
を
諦
観
し
て

皮
肉
る
ジ
ョ
ー
ク
の
才
能
は
大
し
た
も
の

で
、
そ
の
時
代
を
象
徴
す
る
傑
作
を
選
ん

■
会
議
報
告

●
第
４
７
４
回
会
報
委
員
会

�

（
７
・
６
　
会
見
場
）

委
員
を
退
任
す
る
共
同
通
信
社
の
森
一

徳
氏
、
新
任
の
青
池
雄
一
・
同
社
く
ら
し

報
道
部
長
、
菊
池
正
史
・
日
本
テ
レ
ビ
放

送
網
報
道
局
長
、
遠
山
昭
弘
・
日
本
民
間

放
送
連
盟
番
組
部
長
が
あ
い
さ
つ
し
た

後
、８
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
榊
原
委
員
長
、
田
中
、
青
池
、
高

マイBOO K    

だ
。
画
家
レ
ー
ピ
ン
の「
ボ
ル
ガ
の
舟ふ

な

曳ひ

き
」を
模
し
た
カ
バ
ー
の
絵
は
中
国
人
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
作
品
。「
人
民
日
報
」

に
も
掲
載
さ

れ
、
中
国
人
の

セ
ン
ス
に
も
感

服
し
た
。

�『
軋
む
ア
ジ
ア
―
―
揺
れ
る
米
中
関
係
と
見

え
な
い
新
秩
序
』

藤
井
　
彰
夫（
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
主
幹
）

國
分
良
成
元
防
衛
大
学
校
長
、
伊
集
院
敦
日
本 

経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
首
席
研
究
員
と
の
共
編
著

ア
ジ
ア
各
国
の
戦
略
変
化
を
分
析
　

　
２
０
２
０
年
代
は
冷
戦
後
の
国
際
秩
序

が
転
換
点
を
迎
え
た
時
代
と
位
置
付
け
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
核
に
あ
る
米
中

対
立
と
ア
ジ
ア
各
国
の
戦
略
変
化
を
、
國

分
良
成
氏
を
中
心
と
し
た
第
一
線
の
研
究

者
と
と
も
に
分
析
し
た
一
冊
で
す
。
私
は

第
１
章
で
、
米
国
の
対
中
関
与
政
策
の
変

遷
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
国
際
秩
序
に
与
え

る
衝
撃
と
今
後
の
米
中
関
係
を
論
じ
ま
し

た
。
他
の
章
で
は
韓
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、

イ
ン
ド
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
各
国
の

対
応
を
通
じ
て
、
激
動
す
る
イ
ン
ド
太
平

洋
地
域
の
新
秩

序
と
日
本
の
課

題
を
読
み
解
い

て
い
ま
す
。

『
へ
そ
曲
が
り
の
戯ざ

れ

言ご
と

　
激
動
の
世
相
を
斜

め
か
ら
読
む
』

山
田
　
伸
二（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
）

激
動
の
時
代
記
し
た
時
評
集
　

　
こ
の
本
は
、
２
０
２
０
年
か
ら
山
形
県

の
地
方
紙「
荘
内
日
報
」に
書
き
つ
づ
っ

た
コ
ラ
ム
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
私
の

経
済
に
対
す
る
持
論
は「
デ
フ
レ
の
亡
霊

に
怯
え
て
」で
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
コ
ロ
ナ
、
東
京
五
輪
、
安
倍
～
高

市
政
権
ま
で
の
政
変
と
、
激
動
の
時
代
で

し
た
。
通
説
を
排
し
て
私
は
こ
う
考
え
ま

す
と
い
う
姿
勢
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
解
説
委
員

の
時
代
よ
り
自
由
に
楽
し
く
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
北
海
道
拓
殖
銀
行
の
格

闘
、
東
大
寺
の

お
水
取
り
に
参

籠
し
た
ル
ポ
な

ど
、
興
味
深
い

話
も
盛
り
込
み

ま
し
た
。

八千代出版
3,850円

ＰＨＰ研究所
1,320円

晶文社
2,860円

アルテスパブリッシング
2,200円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

日経ＢＰ�日本経済新聞出版
3,520円
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橋
、
成
田
、
菊
池
、
遠
山
、
飯
山
、
辻
の

各
委
員
、
森
前
委
員
。

●
第
５
７
４
回
企
画
委
員
会

�

（
７
・
14
　
９
階
会
見
場
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
）

退
任
す
る
立
石
修
委
員（
フ
ジ
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
）、
新
任
の
五
十
嵐
文
・
読
売
新

聞
社
論
説
副
委
員
長
、
鈴
木
博
之
・
共
同

通
信
社
特
別
論
説
委
員
が
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
に
つ
い
て
議
論

し
た
。

出
席
　
藤
井
委
員
長
、
伊
藤
、
青
池
、
行

方
、
佐
藤
、
澤
田
、
永
山
、
橋
本
、
猪
熊
、

五
十
嵐
、
奥
村
、
辻
本
、
乾
、
森
田
、
鈴

木（
博
）、
半
沢
、
小
林
、
中
村
、
早
川
、

田
中
、
宮
内
、
今
井
、
出
川
、
山
下
、
岩

田
、
萩
原
、
立
石
、
鈴
木（
亨
）、
尾
崎
、

滝
の
各
委
員
。

●
第
５
８
７
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
７
・
17
　
小
会
議
室
）

新
任
の
小
川
聡
・
読
売
新
聞
社
編
集
局

次
長
、
水
野
雅
央
・
共
同
通
信
社
編
集
局

次
長
、
辻
真
・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
局

長
補
佐
、
下
川
美
奈
・
日
本
テ
レ
ビ
放
送

網
報
道
局
次
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
８

月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会
に
答

申
し
た
。

出
席
　
福
島
委
員
長
、
清
水
、
小
川
、
水

野
、
辻
、
下
川
、
松
尾
の
各
委
員
。

●
第
１
４
５
回
総
務
委
員
会

�

（
７
・
24
　
10
階
Ｂ
ホ
ー
ル
）

ク
ラ
ブ
賞
の
応
募
の
活
性
化
に
つ
い
て

協
議
し
た
。
個
人
会
員
か
ら
の
推
薦
に
つ

い
て
、
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
新
た
な
方

式
を
一
部
導
入
し
、
来
年
度
か
ら
実
施
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

出
席
　
坂
尻
委
員
長
、
福
島
、
藤
井
、
荒

井
、
内
藤
、
川
野
の
各
委
員
、
老
川
理
事

長
、
有
田
副
理
事
長
、
江
木
専
務
理
事
。

●
第
２
５
２
回
施
設
運
営
委
員
会（
書
面
）

２
０
２
５
年
度
と
2６
年
度
４
月
～
５
月

の
事
業
収
益
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
お
盆

期
間
の
時
短
営
業
を
決
め
た
。

企
画
委
員
長
に
藤
井
彰
夫
氏（
日
経
）

施
設
運
営
委
員
長
に
川
野
友
裕
氏（
フ
ジ
）

第
７
４
５
回
理
事
会（
書
面
）に
お
い

て
、
左
記
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

①
日
本
経
済
新
聞
社
の
菅
野
幹
雄
氏
か
ら

藤
井
彰
夫
氏（
同
社
論
説
主
幹
）へ
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
塚
越
裕
爾
氏
か
ら
川

野
友
裕
氏（
同
社
執
行
役
員
報
道
局
長
）

へ
の
理
事
交
代
が
６
月
の
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
菅
野
氏
が
務
め

て
い
た
企
画
委
員
長
を
藤
井
理
事
に
、
塚

越
氏
が
務
め
て
い
た
施
設
運
営
委
員
長
を

川
野
理
事
に
委
嘱
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
。

②
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
荒
井
麻
理
子
氏
か
ら 

木
戸
誠
人
氏（
同
社
報
道
局
長
）へ
の
理

事
交
代
を
承
認
し
た
。

③
会
員
資
格
委
員
会
が
審
議
し
た
８
月
１

日
付
入
退
会
を
承
認
し
た
。

記 者ゼミ

Ｉ
Ｔ
編
③

デ
ー
タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
生
成
Ａ

Ｉ
利
用
術

７
・
11
／
講
師
：
有
年
由
貴
子 

日
本
経
済
新

聞
社 

デ
ー
タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
出
席
：
会

場
10
人
、
ウ
ェ
ブ
31
人

■
記
者
の
相
棒
に
も
リ
ス
ク
に
も

有
年
さ
ん
は
情
報
収
集
や
処
理
・
分
析
、

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
支
援
な
ど
の
業
務
で
生
成

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
を
効
果
的

に
使
う
に
は
、
Ａ
Ｉ
に
指
示
す
る「
プ
ロ

ン
プ
ト
」が
重
要
で
あ
り「
な
る
べ
く
細

か
く
指
示
を
出
す
」こ
と
と
し
、
良
い
プ

ロ
ン
プ
ト
は「
目
的
、
背
景
、
デ
ー
タ
、

制
約
、
欲
し
い
出
力
」の
要
素
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
だ
と
話
し
た
。

一
方
、
Ａ
Ｉ
に
任
せ
な
い
業
務
と
し
て

執
筆
や
デ
ー
タ
結
果
の
検
証
、
妥
当
性
の

確
認
、
ニ
ュ
ー
ス
の
価
値
判
断
な
ど
を
挙

げ
た
。
有
年
さ
ん
は「
Ａ
Ｉ
の
出
力
は
あ

く
ま
で
た
た
き
台
で
あ
り
、
原
典
確
認
や

手
法
の
妥
当
性
を
専
門
家
に
相
談
、
複
数

の
手
法
で
検
算
し
て
再
現
性
を
確
認
し
た

上
で
初
め
て
記
事
化
す
る
」と
説
明
。「
検

証
を
怠
る
と
誤
報
の
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ

せ
に
な
る
」と
強
調
し
た
。
そ
の
上
で「
生

成
Ａ
Ｉ
は
記
者
の
相
棒
に
も
リ
ス
ク
に
も

な
り
得
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
が
使
う
技
術
を
学

び
続
け
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
な
い

こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
」と
語
っ
た
。

土
曜
記
者
ゼ
ミ

調
査
報
道
③

京
大「
Ｊ
Ｉ
Ｐ
論
文
」疑
惑
を
追
う

７
・
25
／
講
師
：
須
田
桃
子 

科
学
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
／
出
席
：
会
場
４
人
、
ウ
ェ
ブ
14
人

■
研
究
不
正
を
追
及

２
０
２
１
年
に
京
都
大
学
生
命
科
学
研

究
科
の
小
田
裕
香
子
教
授（
当
時
は
助

教
）が
発
表
し
た
、「
Ｊ
Ｉ
Ｐ（
ジ
ッ
プ
）」

と
名
付
け
ら
れ
た
ペ
プ
チ
ド（
ア
ミ
ノ
酸

の
鎖
）に
関
す
る
研
究
論
文
に
一
部
で
改

ざ
ん
が
あ
っ
た
。
須
田
さ
ん
の
取
材
の
端

緒
は「
京
大
が
深
刻
な
研
究
不
正
を
隠
蔽

し
よ
う
と
し
て
い
る
」と
い
う
情
報
提
供

と
そ
れ
を
裏
付
け
る
内
部
資
料
だ
っ
た
。

話
を
聞
い
た
須
田
さ
ん
は
報
道
の
公
益

性
が
高
い
と
判
断
。
訴
訟
リ
ス
ク
も
含
め

て
取
材
を
支
援
す
る
対
応
を
示
し
た
ス
ロ

ー
ニ
ュ
ー
ス
で
の
記
事
化
に
向
け
て
本
格

的
に
取
材
を
始
め
た
。

告
発
を
受
け
て
京
大
が
設
置
し
た
調
査

委
員
会
は
、
マ
ウ
ス
実
験
で
実
際
と
異
な

る
実
験
条
件
が
論
文
に
記
載
さ
れ
た
一
件

を
改
ざ
ん
と
認
定
。
一
方
で
須
田
さ
ん
に

よ
る
と
、
論
文
の
肝
と
な
る
別
の
マ
ウ
ス

実
験
で
は
不
正
と
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

連
載
１
回
目
に
は
、
告
発
し
て
３
カ
月

後
に
雇
い
止
め
に
あ
っ
た
研
究
員
を
取
り

上
げ
、
２
回
目
以
降
で「
研
究
不
正
の
矮

小
化
」疑
惑
の
問
題
な
ど
を
追
及
す
る
と

い
う
構
成
上
の
工
夫
も
し
た
。

 

（
い
ず
れ
も
事
務
局
）
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歌
手
で
俳
優
の
美
輪

明
宏
さ
ん
が
、
今
年
６

月
20
日
に
91
歳
で
亡
く

な
っ
た
。

「
日
本
は
大
和
の
国

で
大
い
な
る
和
の
国
で

し
ょ
。
和
や
か
で
、
み
ん
な
と
仲
良
く

す
る
。
そ
れ
か
ら
外
れ
た
ら
日
本
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
よ
」

２
０
１
５
年
８
月
に
、当
時
、私
が

担
当
し
て
い
た
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ「
深
層

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」で
こ
う
語
っ
た
美
輪
さ

ん
は
長
崎
市
の
出
身
だ
。
１
９
４
５

年
８
月
９
日
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

時
、
爆
心
地
近
く
の
自
宅
に
い
た
が

奇
跡
的
に
助
か
っ
た
。10
歳
の
時
だ
。

夥お
び
た
だ

し
い
数
の
遺
体
。
焼
け
た
だ

れ
、
ウ
ジ
虫
に
た
か
ら
れ
た
人
た
ち

の
長
蛇
の
列
。「
助
け
て
！
」と
腕

を
つ
か
ん
で
き
た
人
の
手
の
肉
が
崩

れ
て
、
美
輪
さ
ん
の
腕
に
べ
っ
と
り

へ
ば
り
つ
い
た
と
い
う
。
多
く
の
母

親
が
子
ど
も
を
抱
え
て
黒
焦
げ
に
な
っ

て
い
た
そ
う
だ
。「
自
分
は
死
ん
で
も

子
ど
も
だ
け
は
助
け
た
い
ん
で
ね
…
」、

そ
う
語
り
な
が
ら
美
輪
さ
ん
は
ス
タ
ジ

オ
で
涙
ぐ
ん
だ
。

日
本
か
ら
悲
惨
な
戦
争
の
記
憶
も
失

わ
れ
、最
近
の
政
治
か
ら
は
反
撃
能
力
、

武
器
輸
出
と
勇
ま
し
い
言
葉
が
聞
こ
え

て
く
る
。
高
市
早
苗
首
相
は「
自
ら
の

国
は
自
ら
の
手
で
守
る
と
の
覚
悟
な
き

国
を
誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
」と
語
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の「
覚
悟
」と
は「
死

ぬ
覚
悟
」で
あ
る
こ
と
を
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
身
体
の
肉
が
崩

れ
、
黒
焦
げ
に
な
る「
覚
悟
」で
あ

る
。「
高
市
推
し
」の
勇
ま
し
い
人

た
ち
に
、
そ
の「
覚
悟
」は
あ
る
の

か
。
高
市
首
相
に
国
民
を「
死
な
せ

る
覚
悟
」は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

勇
ま
し
い
ば
か
り
で
大
局
観
に
欠

け
、
い
ざ
と
な
れ
ば
逃
げ
だ
し
、
責

任
も
取
ら
な
い「
残
念
な
人
」た
ち

が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
敗
戦

の
歴
史
が
物
語
っ
て
い
る
。

「
文
化
こ
そ
が
日
本
の
真
骨
頂
だ

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
、
自
信

を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
る
と
世

界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。喧け

ん

嘩か

売
る
と
こ
ろ
な
ん
か
あ
り

ま
せ
ん
よ
。
戦
争
な
ん
か
で
き
ま
せ
ん
」

生
き
地
獄
を
見
た
美
輪
さ
ん
の
こ
の

言
葉
に
こ
そ
、
敗
戦
を
経
験
し
た
日
本

の「
あ
り
方
」、「
国
の
か
た
ち
」が
あ

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
報
道
局
長

 

菊
池
　
正
史

大いなる和の真骨頂

会報
委員から

情報発信
　クラブ施設では会員によるシンポジウムや記者発表な
ど各種会合が行われています。
■向田邦子賞贈賞式
　優れた脚本作家に贈られる向田邦子賞（向田邦子賞
委員会・株式会社東京ニュース通信社主催）の第44回
贈賞式が行われた。ドラマ「シナントロープ」（2025年
10月６日～ 12月22日までテレビ東京系で放送）の原
作・脚本を担当した此元和津也氏が受賞した。
 （7．7　10階ホール）
■「性暴力を考えつづける」サイト設立会見
　性暴力の被害者らでつくる団体「性暴力を考えつ
づける」がインターネットサイト「プラネチカ」の開
設を発表した。「性暴力を考える」ための最新情報や
研究、当事者の声を伝える。 （7．22　９階会見場）
■令和９年善光寺御開帳記者発表会
　数えで７年に1度開催される長野市・善光寺の御
開帳。令和９年（2027年）４月４日から６月19日の
実施を前に開催概要や催事などを記者発表した。
 （7．23　10階ホール）

新しい個人Ｄ会員

　長くかかわった1面コラムの筆を置き、
新しい気分で世の中を眺めています。Ａ
Ｉ全盛の時代に、人間だけが書ける文章
とは何か。試みを重ねるつもりです。

大
おお

島
しま

　三
みつ

緒
お 1982年日本経済新聞社入社。東京本
社社会部次長、文化部次長、論説副委
員長などを経て、５月退社。2006年
に論説委員に就任して以来、20年に
わたり朝刊１面の「春秋」を担当。
2025年度日本記者クラブ賞受賞者。

　報道記者からドキュメンタリー監督と
なり10年が経ちました。震災、そして司
法の問題など、今後も社会的なテーマを
追い続けたいと思います。

笠
かさ

井
い

　千
ち

晶
あき 1998年静岡放送入社。ディレクター、

報道部記者を経て2006年退社。08年
から中京テレビ放送報道部所属、15年
からフリーで活動。ドキュメンタリー番
組や映画を多数手がけ、民放連賞や小
学館ノンフィクション大賞などを受賞。

　新聞、テレビ、配信に携わり６月から
自由人です。探求心を忘れずに幅広くニ
ュースをウオッチしてまいります。よろ
しくお願いします。

船
ふな

木
き

　隆
たかし 1984年日本経済新聞社入社。浜松

支局長、名古屋支社編集部長、東京
本社消費産業部長、編集局次長兼夕
刊編集長、執行役員、ＢＳテレビ東
京常勤監査役などを経て６月退社。

会員掲示 板

　個人Ｄ会員の入会キャンペーンを実施していま
す。新規入会者（東京、神奈川、千葉、埼玉在住に限
る）は1年間、会費が半額になります。また、個人
Ｄ会員を新たにご紹介くださった方にはクラブ施設
で利用可能な食事券・喫茶券あわせて5000円分を贈
呈します。詳細は事務局・杉本（03-3503-2727）まで。
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事 務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：119社　⃝基本会員：686人　⃝個人会員：958人
⃝法人・個人賛助会員：55社・116人　⃝特別賛助会員：95人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：103人 計174社・1,971人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 青池　雄一　飯山　雅史　勝田　洋人 

鴨下ひろみ　菊池　正史　高橋　清子 
田中　成之　辻　　篤子　遠山　昭弘 
成田　浩二

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（８／３現在）

２１㊎
１４：００ ～ １５：３０　１０階ホール

「中国で何が起きているのか」㉞
山口信治 防衛研究所主任研究員

２5㊋
１３：００ ～ １４：１５　１０階ホール

「熊本地震 発災1カ月」
日本赤十字社職員による報告会見

９月
７㊊

１７：００ ～ １８：５０　１０階ホール
試写会「東京上空３００メートル」
首都上空を飛び交う米軍ヘリの実態に迫った調査報
道を基に毎日新聞社と映画監督の大墻敦氏が共同製
作したドキュメンタリー映画。

＜法人代表変更＞
・産経新聞社　 羽成哲郎 代表取締役社長  

（旧 近藤哲司氏）
・福島民報社　 安斎康史 代表取締役社長  

（旧 芳見弘一氏）
・テレビ愛知　 丸谷浩史 代表取締役社長  

（旧 藤井達郎氏）

沖縄タイムス　戦後80年企画が本に
　沖縄タイムス社の戦後８０年の節目に合わせた
連載企画が書籍化されました。企画を担当した
同社の福元大輔さんにご本の紹介文をお寄せい
ただきました。
沖縄タイムス社編『語り、聞く 沖縄の戦世　戦
中・戦後の生活史』
　国内で唯一住民を巻き込んだ凄

せい

惨
さん

な地上戦が展開された沖縄で、
一人でも多くの体験を聴く―。沖
縄タイムスでは戦後８０年企画で、
一般公募に応じた「聞き手」３０人
が、戦時の記憶を持つ「語り手」
を思い思いに選び、その語りを聞
き取り、1万字にまとめました。
計３０篇の生活史を収めたのがこの本です。
　父母やきょうだいを失った記憶、疎開先で「ひ
ーさん、やーさん、しからーさん（寒い、ひも
じい、さみしい）」と涙を枯らした思い出などを
語っています。親しい家族や友人とゆんたく（お
しゃべり）する中で、ふと出た言葉であり、初対
面の記者では聞き取れない声が数多くあります。
重みや悲しみをたたえた言葉や声は、次の戦争
を防ぐ防波堤になってくれると信じています。
福元　大輔（沖縄タイムス社論説委員兼政経部長）

◇
会員社の本をご紹介します

　紙面での連載や企画をまとめたご本など、会
員社が出版した書籍をご紹介します。詳細は事
務局の西村（電話０３-３５０３-2７29）まで。

みすず書房
3,96０円

　レストラン・アラスカの夏の会員限定特別デ
ィナーコースが好評です。通常価格1万円のと
ころ５，５００円（税込み）でご提供します。
　ご予約は電話０３－３５０３－2７３１まで。１０階レスト
ランが貸し切りの場合は、９階レストランでお
召し上がりいただけます。

アラスカ「夏の特別ディナー」８月２8日まで

　会員の入退会には所定の「変更届」を事務局へ
お届けください。役職変更のみの場合もお知ら
せください。個人Ｄ会員の皆さんで住所やメー
ルアドレスが変わった場合はご連絡ください。
　お問い合わせは事務局の杉本（電話０３-３５０３-
2７2７）まで。

会員情報変更のお届けを

　ラウンジの喫茶券は2０枚つづりで４，22４円（税
込み）で、ドリンク1杯あたり約2１１円です。コー
ヒーは現在、1杯３３０円ですので約１１9円近く安く
なります。ラウンジのレジでお求めいただけます。

ラウンジ喫茶券がお得です

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　葉月お献立（８/３１まで）
　先付前菜：鰻けんちん巻き、薄氷青梅、水菜と
鶏のひたしなど　椀：海老つみれ 舞茸、大根な
ど　造り：旬魚三点盛り　焼き物：太刀魚ずんだ
焼き 揚げ物：蟹黄金揚げ、なす挟み揚げなど　
食事：十六穀米焼きおにぎり茶漬け　甘味：フル
ーツたっぷりゼリー寄せ（５，５００円） （板長：内海圭史）

洋食　季節のおすすめコース（８/３１まで）
　真鯛のカルパッチョ 柚子香るヴィネグレット
ソース、冷製トマトクリームスープ、和牛イチ
ボのカットステーキ 粒マスタードソース、マン
ゴーのタルト、コーヒーまたは紅茶、パンとバ
ター（４，４００円）。ランチ、ディナーともに９階
レストランでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

https://www.jnpc.or.jp/HP情報

●ノーベル賞・利根川進さん 会見音声公開中
　先月死去した日本人初のノーベ
ル生理学・医学賞受賞者の利根川
進さんは１9８８年3月に、クラブで
会見しています。当時の写真と会
見音声を公開しました。また会見
詳録（文字記録）もあります。

■音声アーカイブ　会見の音声記録
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⃝法人会員：119社　⃝基本会員：686人　⃝個人会員：958人
⃝法人・個人賛助会員：55社・116人　⃝特別賛助会員：95人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：103人 計174社・1,971人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 青池　雄一　飯山　雅史　勝田　洋人 

鴨下ひろみ　菊池　正史　高橋　清子 
田中　成之　辻　　篤子　遠山　昭弘 
成田　浩二

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（８／３現在）

２１㊎
１４：００ ～ １５：３０　１０階ホール

「中国で何が起きているのか」㉞
山口信治 防衛研究所主任研究員

２5㊋
１３：００ ～ １４：１５　１０階ホール

「熊本地震 発災1カ月」
日本赤十字社職員による報告会見

９月
７㊊

１７：００ ～ １８：５０　１０階ホール
試写会「東京上空３００メートル」
首都上空を飛び交う米軍ヘリの実態に迫った調査報
道を基に毎日新聞社と映画監督の大墻敦氏が共同製
作したドキュメンタリー映画。

＜法人代表変更＞
・産経新聞社　 羽成哲郎 代表取締役社長  

（旧 近藤哲司氏）
・福島民報社　 安斎康史 代表取締役社長  

（旧 芳見弘一氏）
・テレビ愛知　 丸谷浩史 代表取締役社長  

（旧 藤井達郎氏）

沖縄タイムス　戦後80年企画が本に
　沖縄タイムス社の戦後８０年の節目に合わせた
連載企画が書籍化されました。企画を担当した
同社の福元大輔さんにご本の紹介文をお寄せい
ただきました。
沖縄タイムス社編『語り、聞く 沖縄の戦世　戦
中・戦後の生活史』
　国内で唯一住民を巻き込んだ凄

せい

惨
さん

な地上戦が展開された沖縄で、
一人でも多くの体験を聴く―。沖
縄タイムスでは戦後８０年企画で、
一般公募に応じた「聞き手」３０人
が、戦時の記憶を持つ「語り手」
を思い思いに選び、その語りを聞
き取り、1万字にまとめました。
計３０篇の生活史を収めたのがこの本です。
　父母やきょうだいを失った記憶、疎開先で「ひ
ーさん、やーさん、しからーさん（寒い、ひも
じい、さみしい）」と涙を枯らした思い出などを
語っています。親しい家族や友人とゆんたく（お
しゃべり）する中で、ふと出た言葉であり、初対
面の記者では聞き取れない声が数多くあります。
重みや悲しみをたたえた言葉や声は、次の戦争
を防ぐ防波堤になってくれると信じています。
福元　大輔（沖縄タイムス社論説委員兼政経部長）

◇
会員社の本をご紹介します

　紙面での連載や企画をまとめたご本など、会
員社が出版した書籍をご紹介します。詳細は事
務局の西村（電話０３-３５０３-2７29）まで。

みすず書房
3,96０円

　レストラン・アラスカの夏の会員限定特別デ
ィナーコースが好評です。通常価格1万円のと
ころ５，５００円（税込み）でご提供します。
　ご予約は電話０３－３５０３－2７３１まで。１０階レスト
ランが貸し切りの場合は、９階レストランでお
召し上がりいただけます。

アラスカ「夏の特別ディナー」８月２8日まで

　会員の入退会には所定の「変更届」を事務局へ
お届けください。役職変更のみの場合もお知ら
せください。個人Ｄ会員の皆さんで住所やメー
ルアドレスが変わった場合はご連絡ください。
　お問い合わせは事務局の杉本（電話０３-３５０３-
2７2７）まで。

会員情報変更のお届けを

　ラウンジの喫茶券は2０枚つづりで４，22４円（税
込み）で、ドリンク1杯あたり約2１１円です。コー
ヒーは現在、1杯３３０円ですので約１１9円近く安く
なります。ラウンジのレジでお求めいただけます。

ラウンジ喫茶券がお得です

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　葉月お献立（８/３１まで）
　先付前菜：鰻けんちん巻き、薄氷青梅、水菜と
鶏のひたしなど　椀：海老つみれ 舞茸、大根な
ど　造り：旬魚三点盛り　焼き物：太刀魚ずんだ
焼き 揚げ物：蟹黄金揚げ、なす挟み揚げなど　
食事：十六穀米焼きおにぎり茶漬け　甘味：フル
ーツたっぷりゼリー寄せ（５，５００円） （板長：内海圭史）

洋食　季節のおすすめコース（８/３１まで）
　真鯛のカルパッチョ 柚子香るヴィネグレット
ソース、冷製トマトクリームスープ、和牛イチ
ボのカットステーキ 粒マスタードソース、マン
ゴーのタルト、コーヒーまたは紅茶、パンとバ
ター（４，４００円）。ランチ、ディナーともに９階
レストランでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

https://www.jnpc.or.jp/HP情報

●ノーベル賞・利根川進さん 会見音声公開中
　先月死去した日本人初のノーベ
ル生理学・医学賞受賞者の利根川
進さんは１9８８年3月に、クラブで
会見しています。当時の写真と会
見音声を公開しました。また会見
詳録（文字記録）もあります。

■音声アーカイブ　会見の音声記録

https://www.jnpc.or.jp/coming/conference_applicant
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/19957/report/


No.678　2026.8.10　日本記者クラブ会報◦ 20

撮影：相
あい

川
かわ

　直
なお

輝
き

（産経新聞社写真報道局）

夕日を浴びて力走する「ＳＬばんえつ物語」。牽引するＣ５７形はその美しい姿から「貴婦人」の愛称で親しまれている
＝６月１３日、新潟県五泉市

写 真 回 廊

　
機
関
車
と
い
う
乗
り
物
は
、
子
ど
も
が
シ
ュ
ッ
ポ
シ
ュ
ッ
ポ
と
口

ず
さ
み
両
手
を
く
る
く
る
回
し
て
走
り
た
が
る
よ
う
に
、
ど
こ
か
人

間
味
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
明
治
生
ま
れ
の
作
家
芥
川
龍
之

介
は「
機
関
車
を
見
な
が
ら
」と
題
し
た
随
筆
の
中
で
、
軽
妙
の
書

き
手
斎
藤
緑り

ょ
く

雨う

の
有
名
な
、
箱
根
の
山
を
登
る
機
関
車
の「
ナ
ン
ダ
、

コ
ン
ナ
山
、
ナ
ン
ダ
、
コ
ン
ナ
山
」と
い
う
叫
び
を
引
い
て
い
る
。

続
け
て
碓う

氷す
い

峠
を
下
る
機
関
車
は「
タ
カ
ポ
コ
高
崎
タ
カ
ポ
コ
高

崎
」と
喜
び
軽
快
で
あ
る
、
と
。
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
ん
な
声
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。

　
知
ら
れ
る
よ
う
に
ソ
連
の
経
済
学
者
ニ
コ
ラ
イ
・
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ

フ
は
お
よ
そ
５０
年
周
期
で
上
下
す
る
景
気
の
波
を
唱
え
た
。
波
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）が
起
こ
す
。
第
一
の
波
は
蒸
気
機
関

が
起
こ
し
た
。
産
業
革
命
で
あ
る
。
第
二
の
波
は
鉄
道
や
電
信
、
第

三
は
電
気
・
自
動
車
、
第
四
が
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
第
五
は
Ｉ
Ｔ
・

生
命
科
学
な
ど
と
い
っ
た
具
合
で
、
機
関
車
は
人
や
貨
物
だ
け
で
な

く
景
気
も
魔
人
の
ご
と
く
引
っ
張
っ
た
。

　
擬
人
化
で
は
、
芥
川
と
似
た
時
代
の
中
野
重
治
も「
機
関
車
」と

題
す
る
詩
を
書
い
て
お
り〈
彼
は
巨
大
な
図
体
を
持
ち
／
黒
い
千
貫

の
重
量
を
持
つ
／
…
／
彼
の
走
る
と
き
／
軌
道
と
枕
木
と
一
せ
い
に

震
動
す
る
〉と
、
ま
る
で
疾
駆
す
る
巨
人
。
上
の
写
真
の
Ｃ
５７（
鉄

道
フ
ァ
ン
は
シ
ゴ
ナ
ナ
と
呼
ぶ
）は
動
輪
が
大
き
く
、
ま
た
全
長
に

比
し
ボ
イ
ラ
ー
が
細
身
で
長
い
の
で
貴
婦
人
の
愛
称
を
も
つ
。

　
さ
て
中
野
の
詩
は
こ
う
続
く
。〈
常
に
煙
を
く
ぐ
っ
て
千
人
の
生

活
を
搬
ぶ
も
の
／
…
／
輝
く
軌
道
の
上
を
全
き
統
制
の
う
ち
に
驀ば

く

進し
ん

す
る
も
の
／
そ
の
律
義
者
の
大
男
の
後
姿
に
／
お
れ
ら
今
あ
つ
い
手

を
あ
げ
る
〉。
男
で
も
女
で
も
構
わ
な
い
が
、
機
関
車
が
今
な
お
愛

さ
れ
る
わ
け
は
、
こ
の
律
義
者
と
い
う
一
語
に
尽
き
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
ほ
ら
聞
こ
え
ま
せ
ん
か
。
ナ
ン
ダ
、
コ
ン
ナ
坂
、
負
ケ
ル

モ
ン
カ
、
シ
ュ
ッ
ポ
ッ
ポ
ー
…
。�（
中
日
新
聞
社
出
身
、
深
田
　
実
）

シ
ュ
ッ
ポ
ッ
ポ
ー
の
律
義
者


